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受
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３
回
目
接
種
の

前
倒
し
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
や
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提
供

体
制
の
確
保
を
進
め

る
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と
と
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。
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に
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に
つ
い
て
、

多
く
の
方
が
接
種
を
受
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ら
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と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
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に
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面
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ど
を
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し
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え
で
、
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種
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
市
は
、
令
和
２
年
度
、
市
制
施

行
50
周
年
と
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う
大
き
な
節
目
の
年

を
迎
え
、
計
画
し
て
い
た
記
念
事
業

は
、
令
和
３
年
度
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
特
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Ｓ
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ｉ
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ク
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は
、
将
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を
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へ
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。
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に
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し
て
心
か
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感
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申
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げ
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。

　
令
和
４
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度
に
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の
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的
な
考
え
に
つ
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で
あ
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が
、
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５
０
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で
に
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の
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０
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取
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、
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取
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後
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、
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2022.４月号

　２月から３月にかけて開かれた『令和４年第１回市議会定例会』。令
和４年度の予算案や条例改正などを審議・議決しました。
　初日となった２月16日には、小笠原春一市長が、今年のまちづくりを
どのように進めて行くかを示す『市政執行方針』を、武田博教育長が市
の進める教育のあり方を示す『教育行政執行方針』を発表しました。
　今号では、両方針の概要と、関連する事業費、令和４年度当初予算の
概要についてお知らせします。

2022.４月号

市政執行方針
※要約・抜粋しています。

◀全文は、市公式
ウェブサイトで
ご覧ください。

小笠原 春一 市長
はる　いちお わらがさ

登別市は『ゼロカーボンシティ』への
挑戦を表明しました
　市は、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする『ゼロ
カーボンシティ』へ挑戦することとし、『市政執行方針』の発表
の場で、小笠原市長の口から次のとおり表明しました。

※詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。 ◀市公式
　ウェブサイト

　人口減少が進む中、市民の皆様が地域で安心して
住み続けられるようにするためには、魅力あるコン
パクトなまちの構築を進める必要があります。その
ためには、『登別市都市計画マスタープラン』『登別
市立地適正化計画』および『登別市地域公共交通計
画』などの計画に基づき、都市機能の集約や交通の
利便性の向上、にぎわい創出などが必要となります。

市役所本庁舎の高台への移転準備
　　　　　　　　　……………１億 2,886 万円
ＪＲ登別駅周辺の整備
本庁舎移転に伴う幌別地区の都市機能の充実
登別市地域公共交通計画の策定
これからの公共交通に関する検討

『第３期登別市環境基本計画』の策定
『登別市みどりの基本計画』の改訂……100 万円
良好な景観と豊かなみどりづくり
クリンクルセンターの在り方の検討

持続可能なまちづくり

　2050年カーボンニュートラルの実現には、再生可
能エネルギーの普及促進やクリーンエネルギー自動
車への転換を進めるとともに、日常生活における個
人の行動変容も重要とされています。

　近年、頻発する大規模自然災害や交通事故など
から市民の命を守るため、平時から防災・減災対
策や交通安全対策に取り組むことなどが必要とな
ります。

『登別市本庁舎建設基本計画』の改訂
消防本部新庁舎の整備………１億 7,641 万円
消防通信指令業務共同運用の方針決定
消防体制の強化
はしご付消防自動車の更新…１億 4,927 万円
総合防災訓練の実施…………………247万円
防災マップを活用した避難訓練等の実施促進
『ペダル踏み間違い急発進加速抑制装置』の
設置費用の補助………………………30万円
交通安全への意識向上・啓発活動

安全・安心なまちづくり

　デジタル・トランスフォーメーションの推進や
業務の効率化を図るとともに、公共施設の最適な
配置を目指し取り組む必要があります。

ＩＣＴを活用したワンストップ窓口の導入に
向けた検討
証明書等交付時手数料のキャッシュレス決済
　　　　　　……………………………61万円
スマートフォンやマイナンバーカードの使い方
を学ぶ講習会の開催
テレワーク環境の整備など職員の多様な働き方
の実現
基幹管路の耐震化・登別温泉浄水場の建設工事
簡易水道施設の整備
千代の台団地の建て替え……４億 6,696 万円

持続可能な行政経営環境に優しいまちづくり

重要施策１

　近年、国内各地で大規模な災害が多発しているところであります
が、地球温暖化の進行に伴い、今後、気象災害の更なる頻発化・激
甚化などが予測されております。こうした事態に、温室効果ガスの
削減が喫緊の課題となっています。
　この課題解決には、自然エネルギーの活用や省エネルギーの対策
など、市民、事業者、行政が一丸となり、環境に配慮した取り組み
が重要となります。
　地球温暖化によるリスクを低減し、持続可能なまちづくりを実現
するため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼロに
する『ゼロカーボンシティ』への挑戦をここに表明いたします。
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能エネルギーの普及促進やクリーンエネルギー自動
車への転換を進めるとともに、日常生活における個
人の行動変容も重要とされています。

　近年、頻発する大規模自然災害や交通事故など
から市民の命を守るため、平時から防災・減災対
策や交通安全対策に取り組むことなどが必要とな
ります。

『登別市本庁舎建設基本計画』の改訂
消防本部新庁舎の整備………１億 7,641 万円
消防通信指令業務共同運用の方針決定
消防体制の強化
はしご付消防自動車の更新…１億 4,927 万円
総合防災訓練の実施…………………247万円
防災マップを活用した避難訓練等の実施促進
『ペダル踏み間違い急発進加速抑制装置』の
設置費用の補助………………………30万円
交通安全への意識向上・啓発活動

安全・安心なまちづくり

　デジタル・トランスフォーメーションの推進や
業務の効率化を図るとともに、公共施設の最適な
配置を目指し取り組む必要があります。

ＩＣＴを活用したワンストップ窓口の導入に
向けた検討
証明書等交付時手数料のキャッシュレス決済
　　　　　　……………………………61万円
スマートフォンやマイナンバーカードの使い方
を学ぶ講習会の開催
テレワーク環境の整備など職員の多様な働き方
の実現
基幹管路の耐震化・登別温泉浄水場の建設工事
簡易水道施設の整備
千代の台団地の建て替え……４億 6,696 万円

持続可能な行政経営環境に優しいまちづくり

重要施策１

　近年、国内各地で大規模な災害が多発しているところであります
が、地球温暖化の進行に伴い、今後、気象災害の更なる頻発化・激
甚化などが予測されております。こうした事態に、温室効果ガスの
削減が喫緊の課題となっています。
　この課題解決には、自然エネルギーの活用や省エネルギーの対策
など、市民、事業者、行政が一丸となり、環境に配慮した取り組み
が重要となります。
　地球温暖化によるリスクを低減し、持続可能なまちづくりを実現
するため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼロに
する『ゼロカーボンシティ』への挑戦をここに表明いたします。
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　全ての子育て家庭に対する支援や地域全体で子
どもを育てる環境づくりなどが必要であります。
そのため、『第２期登別市子ども・子育て支援事
業計画』に基づき、子どもたちが健やかに成長す
る環境整備や子育て支援サービスの提供に努めて
いきます。
新たな民設民営の認定こども園の整備に向けた
準備　　　　　　　　………………61万円
『登別市子ども見守り強化事業』……72万円
心配な児童や世帯に対し、よりきめ細かな状況
把握などの見守りを行うため、市内事業者が家
庭訪問し、食事の提供を通じた状況の把握を行
い、当該世帯の見守り体制を強化していきます。

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実

　市内小中学校に通う児童生徒の人数が減少し、
学校規模が小さくなることによる課題もあること
から、教育委員会は令和３年度より、子どもたち
の教育環境を確保するため、学校規模適正化に向
けた取り組みを具体的に進めており、市としても
この取り組みを後押ししていきます。

学校規模適正化に伴う幌別児童館と常盤児童館
の統合・放課後児童クラブを併設した新たな児
童館としての開設に向けた整備
スクールカウンセラーの定期的な配置

子どもたちを育む
環境の充実

　高齢者や障がい者、生活困窮者等が自立した生
活を送ることができる包括的な支援体制を構築し、
切れ目のない支援の実現に向けた取り組みを進め
ていく必要があります。

『第３期登別市地域福祉計画』の策定
国民健康保険税の引き下げ

地域共生社会の実現

新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり
重要施策 2

2022.４月号 4令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

教育行政執行方針
※要約・抜粋しています。

◀全文は、市教育委員会
ウェブサイトでご覧く
ださい。

武田 博 教育長
ひろしたけ だ

令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2022.４月号

新たな魅力あるふるさと納税返礼品の企画開発、電子感謝券　
の利用促進に向けた取り組み
サテライトオフィスの進出の促進　　　　　  　　874 万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経済への対応　
事業の検討

（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』開設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６億 1,245 万円
都市間バス『（通称）ウポポイライン』の運行支援     965 万円
観光情報の発信・道内外からの教育旅行誘致

ワーケーションを通じた移住促進　
　　　　　　　　　　  350 万円
地域おこし協力隊の活用
観光客数の回復に向けた域内の魅
力を発信
低速電動バス『グリーンスローモビ
リティ』の本格運行に向けた検討
ＪＲ登別駅のエレベーターなどの
設置についての取り組み
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重要施策３
新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

　新しい生活様式に沿ったワー
ケーションなどの新たな旅行スタ
イルに対応した滞在型の受入体制
を整え、基幹産業である観光業や、
商業等の振興を図ることが必要で
あります。
　また、市民と事業者と行政をつ
なぎ、活気に満ちたまちづくりの
担い手となる若者や外部人材の活
用が重要と考えております。

　（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』について、令和
４年度中の開設を目指しているところであり、観光やアイヌ
文化等の情報発信のほか、地域交流により、にぎわい創出が
図られるよう準備を進めてまいります。

観光地としての
新たな魅力づくり

アイヌ文化の振興など

　ふるさと納税制度を用いた魅力の発信と地域産業の活性化
に努めるほか、市内における創業を促進し、市内経済の活性
化に取り組んでまいります。
　また、関係人口の創出を促進し、活力あるまちづくりを進
めるため、テレワーク等を導入する企業のサテライトオフィ
ス進出の促進に取り組んでまいります。

経済活性化、関係人口の創出

重要施策 3

新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり
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　全ての子育て家庭に対する支援や地域全体で子
どもを育てる環境づくりなどが必要であります。
そのため、『第２期登別市子ども・子育て支援事
業計画』に基づき、子どもたちが健やかに成長す
る環境整備や子育て支援サービスの提供に努めて
いきます。
新たな民設民営の認定こども園の整備に向けた
準備　　　　　　　　………………61万円
『登別市子ども見守り強化事業』……72万円
心配な児童や世帯に対し、よりきめ細かな状況
把握などの見守りを行うため、市内事業者が家
庭訪問し、食事の提供を通じた状況の把握を行
い、当該世帯の見守り体制を強化していきます。

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実

　市内小中学校に通う児童生徒の人数が減少し、
学校規模が小さくなることによる課題もあること
から、教育委員会は令和３年度より、子どもたち
の教育環境を確保するため、学校規模適正化に向
けた取り組みを具体的に進めており、市としても
この取り組みを後押ししていきます。

学校規模適正化に伴う幌別児童館と常盤児童館
の統合・放課後児童クラブを併設した新たな児
童館としての開設に向けた整備
スクールカウンセラーの定期的な配置

子どもたちを育む
環境の充実

　高齢者や障がい者、生活困窮者等が自立した生
活を送ることができる包括的な支援体制を構築し、
切れ目のない支援の実現に向けた取り組みを進め
ていく必要があります。

『第３期登別市地域福祉計画』の策定
国民健康保険税の引き下げ

地域共生社会の実現

新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり
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観光情報の発信・道内外からの教育旅行誘致

ワーケーションを通じた移住促進　
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と
連
携
し
、
児
童
生

徒
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

学
校
や
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
学

習
で
き
る
『
文
部
科
学
省
Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
』
を
導
入
す
る
な
ど
、
誰
一

人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
学
び
を
止

め
な
い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
登
別
市
教
育
実
践
研
究
奨
励
校
や

登
別
市
教
育
研
究
会
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
授
業
力
向
上
を
目
指
し
た

研
修
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
対
面
で

の
指
導
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用

し
た
指
導
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
『
協

働
的
な
学
び
』
の
実
現
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
『
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総
合

実
践
事
業
』
の
成
果
を
元
に
、
業
務

改
善
や
効
率
化
を
図
り
、
教
職
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
さ
ら
な

る
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
上
の
課
題
を
登
別
市
教
育
課

程
課
題
検
討
委
員
会
で
共
有
し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
が
示
す
『
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
司
書
を
活
用
し
、
環
境
整
備

や
授
業
支
援
、
読
書
支
援
を
通
し
て
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
外
国
語
専
科
教
員
や
外
国
語
指
導

助
手
を
効
果
的
に
活
用
し
、
児
童
生

徒
の『
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
』

な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
英
語
力
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
と
す
る
資
質
・
能
力
を
育
み

ま
す
。生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会

の
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

　
円
滑
な
学
校
間
連
携
や
接
続
を
実

現
す
る
た
め
に
、
相
互
参
観
や
教
職

員
・
子
ど
も
の
交
流
を
継
続
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
な

ど
、
発
達
段
階
や
学
び
の
連
続
性
を

踏
ま
え
た
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
小
中
学
校
９
年
間
を
見
通

し
た
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
『
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
問

題
未
然
防
止
事
業
』
を
推
進
し
、
成

果
を
市
内
小
中
学
校
に
還
元
し
ま
す
。

5

教
員
の
指
導
力
の
向
上

確
か
な
学
力
の
向
上

学
校
図
書
館

英
語
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
び
の
充
実

重要施策３
新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

　新しい生活様式に沿ったワー
ケーションなどの新たな旅行スタ
イルに対応した滞在型の受入体制
を整え、基幹産業である観光業や、
商業等の振興を図ることが必要で
あります。
　また、市民と事業者と行政をつ
なぎ、活気に満ちたまちづくりの
担い手となる若者や外部人材の活
用が重要と考えております。

　（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』について、令和
４年度中の開設を目指しているところであり、観光やアイヌ
文化等の情報発信のほか、地域交流により、にぎわい創出が
図られるよう準備を進めてまいります。

観光地としての
新たな魅力づくり

アイヌ文化の振興など

　ふるさと納税制度を用いた魅力の発信と地域産業の活性化
に努めるほか、市内における創業を促進し、市内経済の活性
化に取り組んでまいります。
　また、関係人口の創出を促進し、活力あるまちづくりを進
めるため、テレワーク等を導入する企業のサテライトオフィ
ス進出の促進に取り組んでまいります。

経済活性化、関係人口の創出

重要施策 3

新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

ギ
　
　
　ガ

幼
保
小
中
連
携



令和４年度の教育にかかる主な予算

　
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
授
業
を

通
し
て
、
誰
も
が
自
己
の
成
長
を
実

感
し
、
達
成
感
が
も
て
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
登
別

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
誇
り
を
も

て
る
よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
例
研
修
や
情
報
交
流
を
通
し
て
、

問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充
や
各
種
相

談
体
制
の
充
実
、
さ
ら
に
は
適
応
指

導
教
室
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
個
に

応
じ
た
指
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
開
催

や
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
へ
の
参

画
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め

問
題
を
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど
を

通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
体
育
指
導

の
充
実
や
運
動
の
習
慣
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
定
着
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

を
通
し
て
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
が
作
成
し
た
基
本
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
円
滑
な
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
登
別
市
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
指
針
〜
将
来
に
お
け
る

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

〜
』
に
基
づ
き
、
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
４
月
に
、
幌
別
小
学
校
と

統
合
を
行
う
方
向
で
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
自
分
ら
し
さ
を
追
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
が
郷
土

へ
の
愛
着
と
関
心
を
深
め
な
が
ら
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
本

市
の
あ
ゆ
み
を
形
づ
く
る
歴
史
資
料

の
保
存
・
展
示
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
没
後
100
年
を
迎
え
る

こ
と
を
機
に
、
知
里
幸
恵
の
生
涯
を

描
い
た
一
人
芝
居
の
鑑
賞
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
登
別
市

情
報
発
信
拠
点
施
設
『
ヌ
プ
ル
』
を

会
場
に
、
知
里
家
に
関
連
す
る
資
料

の
展
示
を
企
画
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
里
森
舎

が
取
り
組
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
各

種
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
登
別
に

縁
の
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
休
日
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
に
関
す
る
実
践
研
究
を
推
進
し
、

市
の
実
情
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
『
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
、
学
習

機
会
の
充
実
や
、
保
護
者
同
士
の
交

流
、
親
子
の
時
間
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な
ど
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
と
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
情
報
を
地
域
と
共

有
し
、
監
視
と
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
不
審
者

と
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
る
『
駆
け

込
み
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
安
全

で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
郷

土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
献
立

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
協
働

に
よ
り
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
電
子
図
書
館

の
利
用
の
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
市

民
一
人
一
人
が
自
己
実
現
に
向
け
て
、

豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
部
局
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

踏
ま
え
、
市
民
誰
も
が
多
様
な
学
び

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
包
摂
的
か
つ

公
正
な
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●いじめ・不登校等対策経費    　 11 万円
●教育指導研究奨励等経費      　266 万円
●英検チャレンジ事業費  　　　　62 万円
●アイヌ文化振興経費  　　　　 117 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体
　の育成経費  　　　　　　　　　31 万円
●図書館運営管理経費     　    1,063 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など　

豊
か
な
心
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

健
康
・
体
力
づ
く
り

特
別
支
援
教
育

社
会
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ふ
る
さ
と
教
育

家
庭
教
育

図
書
館

青
少
年
の
健
全
育
成

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

学
校
の
適
正
配
置

安
全
対
策
・
安
全
指
導

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ち  

り 

ゆ
き 

え

ち  
り 
し
ん
し
ゃ

ソ
　
　ン
　　ポ
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令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
225
億
７
千
200
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
の

給
付
費
（
扶
助
費
）
が
１
億
円
、
こ
れ

ま
で
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

る
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
や
銀

行
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め

の
公
債
費
が
３
千
万
円
減
少
し
た
一
方
、

（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

『
ヌ
プ
ル
』
や
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
設

工
事
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
建
設
や
道

路
の
整
備
な
ど
に
使
う
お
金
が
６
億
円
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
除
却
な
ど
に

使
う
物
件
費
が
４
億
１
千
万
円
増
加
す

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
億
４
千

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
支
出
、
収
入
を
そ
れ

ぞ
れ
見
積
も
っ
た
と
こ
ろ
、
共
に
225
億

７
千
200
万
円
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
、
財
政
調
整
用
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
均
衡
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
な
ど
、
今
後
も
控
え
て
い
る
大
型

事
業
に
備
え
る
べ
く
、
市
の
財
政
も
一

定
の
蓄
え
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
基
金
残
高
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
収
入
の
増
加
や

支
出
の
節
約
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7

令和４年度当初予算の概要

　令和４年度は、前年度当初予算と比較して市
税の大幅な増を見込んだほか、（仮称）登別市情
報発信拠点施設『ヌプル』に係る整備や消防車
両の更新を予定しているため、建設事業等を行
う際に借り入れる市債が増加しました。

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の約 35.８
㌫を占めています。
　借金を返済するための『公債費』は前年度から
少し減少し、約 10.４㌫となっています。総務費
は市役所本庁舎建設事業費の増などにより大きく
増加しています。
　『土木費』は、千代の台団地の建替事業費の減
などにより大きく減少しています。

一般会計 昨
年
度
に
引
き
続
き
、

　   

財
源
不
足
は
生
じ
ず

福祉や教育、公共施設の整備など、市の基本的な事業を行うための予算

特別会計
国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収入（保
険料や使用料など）で特定の事業を行うための予算 公営企業会計

民間企業と同様に、独立採算を原則として行っている
事業にかかる予算

会計名

国民健康保険

学校給食事業

介護保険

カルルス温泉スキー場事業

後期高齢者医療

計

51億8,060万円

３億3,920万円

37億4,200万円

１億 770万円

８億9,110万円

102億6,060万円

予算額 前年比

１億2,640万円

▲2,750万円

▲３億 930万円

320万円

3,160万円

▲１億7,560万円

会計名

水道事業

下水道事業

簡易水道事業

計

予算額 前年比

34 億 4,190 万円

34億 410 万円

9,370 万円

69億 3,970 万円

5億 7,890 万円

1億 5,330 万円

4,250 万円

７億 7,470 万円

歳出
225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.３億円

（＋２.８億円）

８.６％

民生費
80.８億円

（－１.５億円）

35.８％

土木費
23.５億円

（－３.０億円）

10.４％

教育費
９.０億円

（＋０.２億円）

４.０％

公債費
23.５億円

（－０.３億円）

10.４％

給与費
35.２億円

（＋０.２億円）

15.６％

その他
34.４億円

（＋10.１億円）

15.２％
歳入

225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
42.２億円

（＋１.２億円）

18.７％

市税
53.０億円

（＋６.０億円）

23.５％
市債

20.３億円
（＋０.８億円）

９.０％

国・道支出金
51.１億円

（－０.６億円）

22.６％

地方交付税
59.１億円

（＋１.０億円）

26.２％



令和４年度の教育にかかる主な予算

　
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
授
業
を

通
し
て
、
誰
も
が
自
己
の
成
長
を
実

感
し
、
達
成
感
が
も
て
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
登
別

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
誇
り
を
も

て
る
よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
例
研
修
や
情
報
交
流
を
通
し
て
、

問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充
や
各
種
相

談
体
制
の
充
実
、
さ
ら
に
は
適
応
指

導
教
室
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
個
に

応
じ
た
指
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
開
催

や
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
へ
の
参

画
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め

問
題
を
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど
を

通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
体
育
指
導

の
充
実
や
運
動
の
習
慣
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
定
着
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

を
通
し
て
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
が
作
成
し
た
基
本
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
円
滑
な
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
登
別
市
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
指
針
〜
将
来
に
お
け
る

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

〜
』
に
基
づ
き
、
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
４
月
に
、
幌
別
小
学
校
と

統
合
を
行
う
方
向
で
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
自
分
ら
し
さ
を
追
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
が
郷
土

へ
の
愛
着
と
関
心
を
深
め
な
が
ら
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
本

市
の
あ
ゆ
み
を
形
づ
く
る
歴
史
資
料

の
保
存
・
展
示
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
没
後
100
年
を
迎
え
る

こ
と
を
機
に
、
知
里
幸
恵
の
生
涯
を

描
い
た
一
人
芝
居
の
鑑
賞
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
登
別
市

情
報
発
信
拠
点
施
設
『
ヌ
プ
ル
』
を

会
場
に
、
知
里
家
に
関
連
す
る
資
料

の
展
示
を
企
画
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
里
森
舎

が
取
り
組
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
各

種
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
登
別
に

縁
の
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
休
日
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
に
関
す
る
実
践
研
究
を
推
進
し
、

市
の
実
情
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
『
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
、
学
習

機
会
の
充
実
や
、
保
護
者
同
士
の
交

流
、
親
子
の
時
間
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な
ど
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
と
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
情
報
を
地
域
と
共

有
し
、
監
視
と
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
不
審
者

と
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
る
『
駆
け

込
み
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
安
全

で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
郷

土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
献
立

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
協
働

に
よ
り
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
電
子
図
書
館

の
利
用
の
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
市

民
一
人
一
人
が
自
己
実
現
に
向
け
て
、

豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
部
局
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

踏
ま
え
、
市
民
誰
も
が
多
様
な
学
び

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
包
摂
的
か
つ

公
正
な
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●いじめ・不登校等対策経費    　 11 万円
●教育指導研究奨励等経費      　266 万円
●英検チャレンジ事業費  　　　　62 万円
●アイヌ文化振興経費  　　　　 117 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体
　の育成経費  　　　　　　　　　31 万円
●図書館運営管理経費     　    1,063 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など　

豊
か
な
心
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

健
康
・
体
力
づ
く
り

特
別
支
援
教
育

社
会
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ふ
る
さ
と
教
育

家
庭
教
育

図
書
館

青
少
年
の
健
全
育
成

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

学
校
の
適
正
配
置

安
全
対
策
・
安
全
指
導

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ち  

り 

ゆ
き 

え

ち  

り 

し
ん
し
ゃ

ソ
　
　ン
　　ポ

62022.４月号令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2022.４月号

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
225
億
７
千
200
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
の

給
付
費
（
扶
助
費
）
が
１
億
円
、
こ
れ

ま
で
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

る
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
や
銀

行
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め

の
公
債
費
が
３
千
万
円
減
少
し
た
一
方
、

（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

『
ヌ
プ
ル
』
や
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
設

工
事
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
建
設
や
道

路
の
整
備
な
ど
に
使
う
お
金
が
６
億
円
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
除
却
な
ど
に

使
う
物
件
費
が
４
億
１
千
万
円
増
加
す

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
億
４
千

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
支
出
、
収
入
を
そ
れ

ぞ
れ
見
積
も
っ
た
と
こ
ろ
、
共
に
225
億

７
千
200
万
円
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
、
財
政
調
整
用
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
均
衡
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
な
ど
、
今
後
も
控
え
て
い
る
大
型

事
業
に
備
え
る
べ
く
、
市
の
財
政
も
一

定
の
蓄
え
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
基
金
残
高
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
収
入
の
増
加
や

支
出
の
節
約
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7

令和４年度当初予算の概要

　令和４年度は、前年度当初予算と比較して市
税の大幅な増を見込んだほか、（仮称）登別市情
報発信拠点施設『ヌプル』に係る整備や消防車
両の更新を予定しているため、建設事業等を行
う際に借り入れる市債が増加しました。

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の約 35.８
㌫を占めています。
　借金を返済するための『公債費』は前年度から
少し減少し、約 10.４㌫となっています。総務費
は市役所本庁舎建設事業費の増などにより大きく
増加しています。
　『土木費』は、千代の台団地の建替事業費の減
などにより大きく減少しています。

一般会計 昨
年
度
に
引
き
続
き
、

　   

財
源
不
足
は
生
じ
ず

福祉や教育、公共施設の整備など、市の基本的な事業を行うための予算

特別会計
国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収入（保
険料や使用料など）で特定の事業を行うための予算 公営企業会計

民間企業と同様に、独立採算を原則として行っている
事業にかかる予算

会計名

国民健康保険

学校給食事業

介護保険

カルルス温泉スキー場事業

後期高齢者医療

計

51億8,060万円

３億3,920万円

37億4,200万円

１億 770万円

８億9,110万円

102億6,060万円

予算額 前年比

１億2,640万円

▲2,750万円

▲３億 930万円

320万円

3,160万円

▲１億7,560万円

会計名

水道事業

下水道事業

簡易水道事業

計

予算額 前年比

34 億 4,190 万円

34億 410 万円

9,370 万円

69億 3,970 万円

5億 7,890 万円

1億 5,330 万円

4,250 万円

７億 7,470 万円

歳出
225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.３億円

（＋２.８億円）

８.６％

民生費
80.８億円

（－１.５億円）

35.８％

土木費
23.５億円

（－３.０億円）

10.４％

教育費
９.０億円

（＋０.２億円）

４.０％

公債費
23.５億円

（－０.３億円）

10.４％

給与費
35.２億円

（＋０.２億円）

15.６％

その他
34.４億円

（＋10.１億円）

15.２％
歳入

225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
42.２億円

（＋１.２億円）

18.７％

市税
53.０億円

（＋６.０億円）

23.５％
市債

20.３億円
（＋０.８億円）

９.０％

国・道支出金
51.１億円

（－０.６億円）

22.６％

地方交付税
59.１億円

（＋１.０億円）

26.２％



2022.４月号 8事業者向け補助金制度・東奔西走

　市内の空き店舗（空き店舗に
なって３カ月以上経過している
ものに限る）を活用して事業を
行う場合、店舗賃借料を補助し
ます。
補助金額　最大月額５万円（12
　カ月間）
補助率　２分の１以内（条件を
　満たした場合、３分の２以内）

　店舗の集客力やサービスの向
上に必要な店舗の改装や、増改
築などを行う場合、工事費など
を補助します。
補助額
　最大20万円
補助率
　２分の１以内

　新たな事業所を開設するために
必要な建物の整備や、建物と一体
となって機能する設備を設置する
場合、工事費などを補助します。
補助金額　最大30万円（条件を満
たした場合、上乗せ措置があり
ます）
補助率　２分の１以内（条件を満
たした場合、３分の２以内）

　商店街の活性化と賑わいのある
まちづくりにつながる事業を行う
場合、必要な経費を補助します。
補助額
　100万円（ハード事業）
　　50万円（ソフト事業）
補助率
　３分の２以内

　自社で開発または製造した製品
や技術、サービスの販路拡大を図
るため、商談会などへ出展する場
合、出展料などを補助します。
補助金額　最大20万円
補助率　２分の１以内（条件を満
たした場合、３分の２以内また
は４分の３以内）

　中小企業の技術力向上・販路拡
大のため、技術・製品開発、Ｉｏ
Ｔ導入による生産性向上、展示会
出展、人材育成に係る補助事業を
行っています。
※詳しくは問い合わせください。
問い合わせ　室蘭テクノセンター

（☎45１１８８）

※各制度の詳細は、市公式ウェブサイトをご覧ください。

事業者向け補助金制度

問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

空き店舗で事業がしたい
空き店舗活用事業補助金

お店のリフォームがしたい
店舗リフォーム補助金

創業したい
事業所開設費補助金

商店会等のイベントを開催したい
商店街活性化支援事業補助金

販路を拡大したい
商談会等出展補助金

ものづくりをする
中小企業の方へ

こんなときは事業者向け補助金制度をご利用ください

8 2022.４月号
▲施設や場所などの概要も記載されている同マップ

ア
イ
ヌ
文
化
散
策
マ
ッ
プ

『
の
ぼ
り
べ
つ
ア
イ
ヌ
文
化
紀
行
』

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

3
8

　
市
は
、
『
知
里
幸
恵
の
墓
・
金
成
マ
ツ
の
碑
』
や

『
知
里
幸
恵
　
銀
の
し
ず
く
記
念
館
』、『
ア
イ
ヌ
語

に
ち
な
ん
だ
地
名
』
な
ど
の
ア
イ
ヌ
文
化
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
『
の
ぼ
り
べ
つ
ア
イ
ヌ
文
化
紀

行
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
文
化
に
触
れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
同
マ
ッ
プ
。
モ
デ

ル
コ
ー
ス
の
距
離
や
所
要
時
間
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
同
マ
ッ
プ
は
、
郷
土
資
料
館
や
カ
ン
ト
・

レ
ラ
、
市
民
会
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
に
看
板
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ち
　
　り
　
ゆ
き
　
え

か
ん
な
り

は
た
け
や
ま

よ
し
ひ
と

災
害
時
の
安
全
の
た
め
に

2
18

　
２
月
18
日
、
市
と
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
は
、

『
大
津
波
警
報
発
表
時
に
お
け
る
一
時
的
な
緊
急
避

難
経
路
と
し
て
の
幌
別
駐
屯
地
内
の
通
行
に
関
す
る

協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
で
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と

き
に
、
避
難
者
が
幌
別
駐
屯
地
内
の
道
路
を
一
時
的

な
緊
急
避
難
経
路
と
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
的
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
協
定
締
結
式
に
出
席
し
た
畠
山

義
仁
幌
別
駐
屯
地
司
令
は
「
協
定
締
結
を
ゴ
ー
ル
と

せ
ず
、
今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
想
定
外
の
事
態
を
少

し
で
も
無
く
す
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
と
の

緊
急
避
難
経
路
に
関
す
る
協
定
締
結
式

▲協定書にサインした畠山司令と小笠原市長

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
27
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
85

０
１
９
３
）

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

確
定
申
告
の

振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
納
付
日

の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税…

４
月
21
日
㈭

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税…

４
月
26
日
㈫

※

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場

合
や
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
法
定
納
期
限
（
所
得

税
は
３
月
15
日
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
は
３
月
31
日
）
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
、
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

問
　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税

に
係
る
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
、
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
『
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』
を
縦

覧
で
き
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ

対
象
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

持
ち
物
　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
や
納
税
通
知
書
な
ど
）

※

本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

　
の
縦
覧
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で

　
す
。

※

縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
運
転

免
許
証
と
同
じ
よ
う
に
顔
写
真
付
き

の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
カ

ー
ド
１
枚
で
官
民
問
わ
ず
利
用
可
能

で
す
。

　
市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

と
各
支
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
少

人
数
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
な
ど
で

出
張
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

個
人
宅
へ
の
出
張
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎
85
１
８

５
５
）、
鷲
別
支
所（
☎
86
６
１
１

１
）、
登
別
支
所（
☎
83
１
１
３
１
）

令
和
４
年
度
保
険
料
（
税
）

『
仮
徴
収
』
の
お
知
ら
せ

　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
や
、
新
た

に
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
４
月
か

ら
『
仮
徴
収
』
を
行
い
ま
す
。

仮
徴
収
時
期
　
４
・
６
・
８
月

仮
徴
収
額

・
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
方…

２
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
た
保
険
料
（
税
）
額
と

同
じ
額

・
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方…

令
和

３
年
度
の
保
険
料
（
税
）
を
元
に

算
出
し
た
暫
定
金
額

○
本
徴
収
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
は
６
月
、
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
７
月
に
正
式
な
金
額
を
決
定
し
、

本
徴
収
時
期
で
あ
る
10
・
12
・
２
月

に
年
間
保
険
料
（
税
）
額
か
ら
仮
徴

収
額
を
除
い
た
額
を
天
引
き
し
ま
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１
７

７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85

５
７
２
０
）
、
年
金
・
長
寿
医
療

Ｇ
（
☎
85
２
１
３
７
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※内容については、３月11日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

9 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ2022.４月号

くらしのガイド

富岸町

美園町１～３丁目

若草町３・４丁目

新生町５・６丁目、
若草町５・６丁目、
上鷲別町

若草町１・２丁目

５月２日㈪　
～５月７日㈯

４月18日㈪　
～４月28日㈭

５月９日㈪　
～５月14日㈯

４月18日㈪　
～４月28日㈭

５月16日㈪　
～５月21日㈯

５月２日㈪　
～５月13日㈮

５月23日㈪　
～５月28日㈯

５月９日㈪　
～５月20日㈮

５月30日㈪　
～６月４日㈯

5月16日㈪　
～５月27日㈮

地　区 収集期間 申込期間

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

５月の粗大ごみ収集



2022.４月号 8事業者向け補助金制度・東奔西走

　市内の空き店舗（空き店舗に
なって３カ月以上経過している
ものに限る）を活用して事業を
行う場合、店舗賃借料を補助し
ます。
補助金額　最大月額５万円（12
　カ月間）
補助率　２分の１以内（条件を
　満たした場合、３分の２以内）

　店舗の集客力やサービスの向
上に必要な店舗の改装や、増改
築などを行う場合、工事費など
を補助します。
補助額
　最大20万円
補助率
　２分の１以内

　新たな事業所を開設するために
必要な建物の整備や、建物と一体
となって機能する設備を設置する
場合、工事費などを補助します。
補助金額　最大30万円（条件を満
たした場合、上乗せ措置があり
ます）

補助率　２分の１以内（条件を満
たした場合、３分の２以内）

　商店街の活性化と賑わいのある
まちづくりにつながる事業を行う
場合、必要な経費を補助します。
補助額
　100万円（ハード事業）
　　50万円（ソフト事業）
補助率
　３分の２以内

　自社で開発または製造した製品
や技術、サービスの販路拡大を図
るため、商談会などへ出展する場
合、出展料などを補助します。
補助金額　最大20万円
補助率　２分の１以内（条件を満
たした場合、３分の２以内また
は４分の３以内）

　中小企業の技術力向上・販路拡
大のため、技術・製品開発、Ｉｏ
Ｔ導入による生産性向上、展示会
出展、人材育成に係る補助事業を
行っています。
※詳しくは問い合わせください。
問い合わせ　室蘭テクノセンター

（☎45１１８８）

※各制度の詳細は、市公式ウェブサイトをご覧ください。

事業者向け補助金制度

問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

空き店舗で事業がしたい
空き店舗活用事業補助金

お店のリフォームがしたい
店舗リフォーム補助金

創業したい
事業所開設費補助金

商店会等のイベントを開催したい
商店街活性化支援事業補助金

販路を拡大したい
商談会等出展補助金

ものづくりをする
中小企業の方へ

こんなときは事業者向け補助金制度をご利用ください

8 2022.４月号
▲施設や場所などの概要も記載されている同マップ

ア
イ
ヌ
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プ
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の
ぼ
り
べ
つ
ア
イ
ヌ
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紀
行
』

ゆ
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り
の
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を
巡
る
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市
は
、
『
知
里
幸
恵
の
墓
・
金
成
マ
ツ
の
碑
』
や

『
知
里
幸
恵
　
銀
の
し
ず
く
記
念
館
』、『
ア
イ
ヌ
語

に
ち
な
ん
だ
地
名
』
な
ど
の
ア
イ
ヌ
文
化
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
『
の
ぼ
り
べ
つ
ア
イ
ヌ
文
化
紀

行
』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
文
化
に
触
れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
同
マ
ッ
プ
。
モ
デ

ル
コ
ー
ス
の
距
離
や
所
要
時
間
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
同
マ
ッ
プ
は
、
郷
土
資
料
館
や
カ
ン
ト
・

レ
ラ
、
市
民
会
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
に
看
板
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ち
　
　り
　
ゆ
き
　
え

か
ん
な
り

は
た
け
や
ま

よ
し
ひ
と

災
害
時
の
安
全
の
た
め
に

2
18

　
２
月
18
日
、
市
と
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
は
、

『
大
津
波
警
報
発
表
時
に
お
け
る
一
時
的
な
緊
急
避

難
経
路
と
し
て
の
幌
別
駐
屯
地
内
の
通
行
に
関
す
る

協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
で
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と

き
に
、
避
難
者
が
幌
別
駐
屯
地
内
の
道
路
を
一
時
的

な
緊
急
避
難
経
路
と
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
的
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
協
定
締
結
式
に
出
席
し
た
畠
山

義
仁
幌
別
駐
屯
地
司
令
は
「
協
定
締
結
を
ゴ
ー
ル
と

せ
ず
、
今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
想
定
外
の
事
態
を
少

し
で
も
無
く
す
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
と
の

緊
急
避
難
経
路
に
関
す
る
協
定
締
結
式

▲協定書にサインした畠山司令と小笠原市長

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
27
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
85

０
１
９
３
）

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

確
定
申
告
の

振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
納
付
日

の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税…

４
月
21
日
㈭

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税…

４
月
26
日
㈫

※

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場

合
や
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
法
定
納
期
限
（
所
得

税
は
３
月
15
日
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
は
３
月
31
日
）
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
、
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

問
　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税

に
係
る
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
、
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
『
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』
を
縦

覧
で
き
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ

対
象
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

持
ち
物
　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
や
納
税
通
知
書
な
ど
）

※

本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

　
の
縦
覧
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で

　
す
。

※

縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
運
転

免
許
証
と
同
じ
よ
う
に
顔
写
真
付
き

の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
カ

ー
ド
１
枚
で
官
民
問
わ
ず
利
用
可
能

で
す
。

　
市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

と
各
支
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
少

人
数
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
な
ど
で

出
張
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

個
人
宅
へ
の
出
張
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎
85
１
８

５
５
）、
鷲
別
支
所（
☎
86
６
１
１

１
）、
登
別
支
所（
☎
83
１
１
３
１
）

令
和
４
年
度
保
険
料
（
税
）

『
仮
徴
収
』
の
お
知
ら
せ

　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
や
、
新
た

に
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
４
月
か

ら
『
仮
徴
収
』
を
行
い
ま
す
。

仮
徴
収
時
期
　
４
・
６
・
８
月

仮
徴
収
額

・
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
方…
２
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
た
保
険
料
（
税
）
額
と

同
じ
額

・
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方…

令
和

３
年
度
の
保
険
料
（
税
）
を
元
に

算
出
し
た
暫
定
金
額

○
本
徴
収
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
は
６
月
、
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
７
月
に
正
式
な
金
額
を
決
定
し
、

本
徴
収
時
期
で
あ
る
10
・
12
・
２
月

に
年
間
保
険
料
（
税
）
額
か
ら
仮
徴

収
額
を
除
い
た
額
を
天
引
き
し
ま
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１
７

７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85

５
７
２
０
）
、
年
金
・
長
寿
医
療

Ｇ
（
☎
85
２
１
３
７
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※内容については、３月11日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

9 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ2022.４月号

くらしのガイド

富岸町

美園町１～３丁目

若草町３・４丁目

新生町５・６丁目、
若草町５・６丁目、
上鷲別町

若草町１・２丁目

５月２日㈪　
～５月７日㈯

４月18日㈪　
～４月28日㈭

５月９日㈪　
～５月14日㈯

４月18日㈪　
～４月28日㈭

５月16日㈪　
～５月21日㈯

５月２日㈪　
～５月13日㈮

５月23日㈪　
～５月28日㈯

５月９日㈪　
～５月20日㈮

５月30日㈪　
～６月４日㈯

5月16日㈪　
～５月27日㈮

地　区 収集期間 申込期間

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

５月の粗大ごみ収集



登
別
市
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、

医
療
、
介
護
福
祉
、
商
業
等
の
都
市

機
能
や
居
住
の
誘
導
・
集
約
、
公
共

交
通
の
充
実
に
よ
り
持
続
可
能
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
、

『
登
別
市
立
地
適
正
化
計
画
』
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
居
住
や
都
市
機
能

を
誘
導
・
集
約
す
る
た
め
の
区
域
や

具
体
的
な
施
策
、
一
定
規
模
以
上
の

開
発
行
為
等
の
届
出
制
度
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ん

た
21
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
、
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

国
民
年
金
の
『
学
生
納
付

特
例
制
度
』
を
ご
存
じ
で
す
か

　
20
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、
申
請
に
よ

り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
を
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に
し
て

い
る
と
、
事
故
や
病
気
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
大
学
や
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
し
、
前
年
の

所
得
が
一
定
以
下
の
方

※

対
象
外
と
な
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
学

　
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

※

令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を

承
認
さ
れ
た
方
で
令
和
４
年
度
も

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
は
、
４

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
申
請

書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
す
る
こ
と
で
申
請
可
能
で
す
。

○
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
前
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
さ
せ
る
た
め
、
追

納
を
検
討
く
だ
さ
い
。

問
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
７
）

『
登
別
市
成
人
祭
』
は

『
登
別
市
二
十
歳
の
つ

ど
い
』
に
な
り
ま
す

　
民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
法
律
上
の
成
年
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

『
成
人
祭
』
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
以
降
は
従
来
ど
お

り
20
歳
を
対
象
と
し
て
『
登
別
市
二

十
歳
の
つ
ど
い
』
と
名
称
を
改
め
て

開
催
し
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
１
１
２
９
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』

　マイナンバーカードを利用して、コンビニエンス
ストアなどに設置されているマルチコピー機で住民
票などの各種証明書の交付を受けることができます。

場所　市役所１階１番窓口
取扱業務　戸籍、住民票、住民異動届、印鑑登録証
明書など
※業務によって、対応できない場合があります。

予約受付日時　毎週金曜日９時～17時
受取日時　予約した翌土曜日９時～12時
受取場所　市役所１階宿直室
対応証明書　住民票の写し（本人・同一世帯のみ）、
印鑑登録証明書（本人のみ）

10くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

　４月は、転入・転出の届け出や各種証明書の申請などにより、
市民窓口が大変混み合います。密を避けるため、交付のみの場
合は、コンビニ交付サービスなどの活用を検討ください。

　窓口に設置した端末
にマイナンバーカード
をかざし、タッチパネ
ルを操作することで、
申請書の記入や本人確
認書類の提示の必要な
く、証明書などを取得
できます。

▼利用できる方　市内
在住の15歳以上の方
で、マイナンバーカ
ードをお持ちの方

コンビニ交付サービスを活用ください

　
毎週木曜日は、窓口を19時まで利用できます

　
電話予約で土曜日に受け取りが可能です

コンビニ交付サービスを活用ください

　
毎週木曜日は、窓口を19時まで利用できます

　
電話予約で土曜日に受け取りが可能です

らくらく窓口証明書
交付サービスを
ご利用ください

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85１８５５）

 2022.４月号

市民窓口の利用を予定している皆さんへ市民窓口の利用を予定している皆さんへ

は
た
ち



登
別
市
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、

医
療
、
介
護
福
祉
、
商
業
等
の
都
市

機
能
や
居
住
の
誘
導
・
集
約
、
公
共

交
通
の
充
実
に
よ
り
持
続
可
能
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
、

『
登
別
市
立
地
適
正
化
計
画
』
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
居
住
や
都
市
機
能

を
誘
導
・
集
約
す
る
た
め
の
区
域
や

具
体
的
な
施
策
、
一
定
規
模
以
上
の

開
発
行
為
等
の
届
出
制
度
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ん

た
21
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
、
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

国
民
年
金
の
『
学
生
納
付

特
例
制
度
』
を
ご
存
じ
で
す
か

　
20
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、
申
請
に
よ

り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
を
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に
し
て

い
る
と
、
事
故
や
病
気
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
大
学
や
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
し
、
前
年
の

所
得
が
一
定
以
下
の
方

※

対
象
外
と
な
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
学

　
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

※

令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を

承
認
さ
れ
た
方
で
令
和
４
年
度
も

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
は
、
４

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
申
請

書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
す
る
こ
と
で
申
請
可
能
で
す
。

○
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
前
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
さ
せ
る
た
め
、
追

納
を
検
討
く
だ
さ
い
。

問
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
７
）

『
登
別
市
成
人
祭
』
は

『
登
別
市
二
十
歳
の
つ

ど
い
』
に
な
り
ま
す

　
民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
法
律
上
の
成
年
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

『
成
人
祭
』
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
以
降
は
従
来
ど
お

り
20
歳
を
対
象
と
し
て
『
登
別
市
二

十
歳
の
つ
ど
い
』
と
名
称
を
改
め
て

開
催
し
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
１
１
２
９
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』

　マイナンバーカードを利用して、コンビニエンス
ストアなどに設置されているマルチコピー機で住民
票などの各種証明書の交付を受けることができます。

場所　市役所１階１番窓口
取扱業務　戸籍、住民票、住民異動届、印鑑登録証
明書など

※業務によって、対応できない場合があります。

予約受付日時　毎週金曜日９時～17時
受取日時　予約した翌土曜日９時～12時
受取場所　市役所１階宿直室
対応証明書　住民票の写し（本人・同一世帯のみ）、
印鑑登録証明書（本人のみ）

10くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

　４月は、転入・転出の届け出や各種証明書の申請などにより、
市民窓口が大変混み合います。密を避けるため、交付のみの場
合は、コンビニ交付サービスなどの活用を検討ください。

　窓口に設置した端末
にマイナンバーカード
をかざし、タッチパネ
ルを操作することで、
申請書の記入や本人確
認書類の提示の必要な
く、証明書などを取得
できます。

▼利用できる方　市内
在住の15歳以上の方
で、マイナンバーカ
ードをお持ちの方

コンビニ交付サービスを活用ください

　
毎週木曜日は、窓口を19時まで利用できます

　
電話予約で土曜日に受け取りが可能です

コンビニ交付サービスを活用ください

　
毎週木曜日は、窓口を19時まで利用できます

　
電話予約で土曜日に受け取りが可能です

らくらく窓口証明書
交付サービスを
ご利用ください

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85１８５５）

 2022.４月号

市民窓口の利用を予定している皆さんへ市民窓口の利用を予定している皆さんへ

は
た
ち

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

〜
お
う
ち
時
間

家
族
で
点
検
　
火
の
始
末
〜

　４
月
20
日
㈬
か
ら
30
日
㈯
ま
で
の

間
、
『
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
』

と
し
て
、
消
防
車
の
巡
回
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　
市
の
昨
年
の
火
災
発
生
状
況
は
、

建
物
火
災
12
件
、
車
両
火
災
４
件
、

そ
の
他
火
災
が
４
件
の
計
20
件
で
し

た
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
自
分
や
家

族
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早

期
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

定
期
的
に
本
体
の
清
掃
や
動
作
確
認
、

交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
85
９
６
１
１
）

防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
し
た

　
登
別
市
防
災
マ
ッ
プ
（
平
成
26
年

３
月
版
）
を
令
和
４
年
３
月
版
に
更

新
し
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
ご
協
力
の
下
、
令
和
４

年
３
月
末
よ
り
、
町
内
会
加
入
世
帯

に
配
布
し
ま
す
。

　
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
各
支
所

に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
ウ
ェ
ブ
版
防
災
マ

ッ
プ
（
電
子
地
図
、
英
語
・
中
国
語

対
応
）
も
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
危
険
性
を
事
前
に
確
認
し
、

日
頃
か
ら
自
宅
や
勤

務
先
な
ど
で
起
こ
り

う
る
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

登
別
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
改
訂
し
ま
し
た

　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
市

民
と
と
も
に
ま
ち
の
将
来
像
を
描
き
、

土
地
利
用
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
都

市
施
設
整
備
の
方
向
性
を
示
し
、
都

市
計
画
を
定
め
る
際
の
指
針
と
な
る

『
登
別
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ん

た
21
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
、
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

空
き
家
ナ
ビ
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
は
、
安
全
で
安
心
な
市
民
の
居

住
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

空
き
家
を
本
人
が
居
住
な
ど
利
活
用

す
る
た
め
に
取
得
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
ま
た
は
除
却
工
事
を
行
う
方
に
、

工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

募
集
開
始
日
　
４
月
18
日
㈪

※

詳
し
い
内
容
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ（

☎
85
３
２
３
０
）

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に

ご
注
意
を

　
カ
ラ
ス
が
巣
作
り
を
し
、
ひ
な
が

か
え
る
３
月
〜
７
月
頃
、
親
ガ
ラ
ス

が
凶
暴
に
な
り
、
通
行
人
な
ど
を
襲

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
巣
を
作
ら
れ

な
い
よ
う
、
庭
木
の
枝
の
剪
定
な
ど

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
人
の
敷
地
内
で
巣
を
作

ら
れ
た
場
合
は
、
市
で
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

巣
の
場
所
に
よ
っ
て
、

　
駆
除
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

※
事
業
所
や
作
業
現
場
な
ど
の
巣
は
、

市
で
は
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
２
９
５
８
）

くらしのガイド

11 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

問い合わせ

　二酸化炭素の排出を削減するため、市内の
全小学校では、『子ども環境家計簿』の取り
組みを、夏・冬休みの期間に実施しています。

　令和３年度の削減量を500㍉㍑のペットボ
トルに置き換えると１人あたり約１万本分、
全体では約1,700万本分になります。
　これからも引き続きこの取り組みを行って
いきますので、児童や家族の皆さんのご協力
をお願いします。

▼問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

せ
ん
て
い

『子ども環境家計簿』の
結果をお知らせします
『子ども環境家計簿』の
結果をお知らせします

 2022.４月号

地球環境にやさしく家計にもやさしい地球環境にやさしく家計にもやさしい

▼令和３年度結果

平成20年度～令和元年度
令和３年度

30,472人
1,647人

327,583㌔㌘
15,481㌔㌘

全体
二酸化炭素削減量取り組み

児童数実施期間 1人あたり
10.8㌔㌘
9.4㌔㌘



犬
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
場
合
、

野
良
犬
と
見
な
し
捕
獲
し
ま
す
。

　
飼
い
犬
は
首
輪
や
鎖
、
係
留
杭
な

ど
に
必
ず
つ
な
ぎ
、
外
れ
る
恐
れ
が

な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※

飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
は
、
室
蘭
警
察
署
や
室
蘭
保
健

所
、
市
で
保
護
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
　
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
２
９
５
８
）

遺
跡
の
保
護
に
ご
協
力
を

　
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
保
護
さ
れ

て
い
る
遺
跡
は
、
市
内
に
36
カ
所
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
土
木
工

事
や
住
宅
建
設
を
す
る
場
合
は
事
前

協
議
が
必
要
で
す
。
工
事
予
定
地
が
、

遺
跡
や
そ
の
周
辺
で
あ
る
か
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
１
１
２
９
）

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
　
４
月
17
日
㈰
８
時
〜
９
時

※

小
雨
決
行
。
大
雨
の
時
は
、
４
月

24
日
㈰
に
延
期
。

清
掃
場
所
　
公
園
や
道
路
、
河
川
敷

地
、
空
き
地
な
ど
の
公
共
の
場
所

※

通
常
、
資
源
ご
み
に
分
別
す
る
、

び
ん
・
缶
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

集
積
場
所
　
９
時
ま
で
に
各
地
区
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※

当
日
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

を
収
集
し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み

は
、
各
地
区
の
収
集
日
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
連
合
町
内
会
事
務
局
（
市
民
協

働
Ｇ
内
・
☎
57
１
０
７
９
）

令
和
４
年
度
慰
霊
巡
拝

　場
所
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
中

国
東
北
地
域
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
な
ど

対
象
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
な
ど

※

参
加
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
57
１
９
１
１
）

市
民
会
館
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が

利
用
で
き
ま
す

　
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
民
会
館
の
一
部
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
の
講
演
会
や
会
議
の
開

催
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
時
間
　  

市
民
会
館
開
館

時
間

利
用
可
能
場
所
　
中
ホ
ー
ル
、
視
聴

覚
室
、
小
会
議
室
、
大
会
議
室

※

利
用
は
無
料
で

　
す
が
、
利
用
登

　
録
が
必
要
で
す
。

問
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
１
１
２
９
）

自
衛
官
募
集

◎
第
２
回
幹
部
候
補
生

対
象
　
22
歳
〜
25
歳
の
方

申
込
期
限
　
６
月
16
日
㈭

一
次
試
験
日
　
６
月
25
日
㈯

◎
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈫

一
次
試
験
日
　
５
月
20
日
㈮
〜
22
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
第
１
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

一
次
試
験
日
　
５
月
27
日
㈮
〜
29
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

問
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
44
９
５
３
３
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』

募
集
や

試
験
な
ど

12くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ  2022.４月号

ラ
ン

平日（８時30分～17時15分）
●胆振・日高地方の天気予報や気温などに
ついて…（☎㉒３２２７）
●見学や講演依頼、気象資料の閲覧、気象
証明・鑑定について…（☎㉒４２４９）
●その他について…（☎㉒２５９８）
※夜間（17時15分～翌８時30分）と土・日
曜日、祝日（終日）は留守番電話となり
ます。
夜間、土・日曜日、祝日
●自動音声による天気予報など…（☎㉒０
１０９）
　※音声ガイダンスに従って下さい。
問い合わせ　室蘭地方気象台 防災管理官

　　　　　（☎㉒４２４９）

４月１日㈮から室蘭地方気象台の
電話番号が変わります

４月１日㈮から室蘭地方気象台の
電話番号が変わります



手
話
講
座（
入
門
）

受
講
者
募
集

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
参
加
の
促

進
な
ど
を
支
援
す
る
手
話
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
12
日
〜
９
月
29
日
の
木

曜
日
13
時
15
分
〜
16
時
30
分
（
全

11
回
）

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
方

※

手
話
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

内
容
　
自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
、
日

常
会
話
な
ど
の
手
話
表
現
を
学
ぶ

定
員
　
10
人
程
度

テ
キ
ス
ト
代
　
３
千
400
円

申
込
方
法
　
４
月
19
日
㈫
ま
で
に
簡

易
申
請
フ
ォ
ー
ム

※

そ
の
ほ
か
の
方
法
で
申

　
し
込
み
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

（
☎
85
３
７
３
２
）

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　
４
月
14
日
㈭
・
27
日
㈬
９
時

30
分

場
所
　
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目
５

－

90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

訓
練
生
募
集

訓
練
実
施
施
設
・
コ
ー
ス
・
定
員

●
北
海
道
福
祉
教
育
専
門
学
校

⑴
介
護
実
務
者
研
修
①…

30
人

●
登
別
職
業
訓
練
協
会

⑵
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
①…

11
人

⑶
情
報
シ
ス
テ
ム
科
①…
19
人

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト

⑷
Ｏ
Ａ
基
礎
科
①…

15
人

訓
練
期
間
　

⑴
４
月
21
日
㈭
〜
10
月
20
日
㈭

⑵
４
月
22
日
㈮
〜
７
月
21
日
㈭

⑶
５
月
24
日
㈫
〜
８
月
23
日
㈫

⑷
６
月
10
日
㈮
〜
９
月
９
日
㈮

※

訓
練
期
間
中
の
授
業
料
は
無
料
で

す
（
教
科
書
代
や
教
材
費
な
ど
、

一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）
。

申
込
期
限
　
⑴
４
月
18
日
㈪
、
⑵
４

月
７
日
㈭
、
⑶
５
月
９
日
㈪
、
⑷

４
月
26
日
㈫
〜
５
月
25
日
㈬

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
㉒
８

６
８
９
）
、
北
海
道
室
蘭
高
等
技

術
専
門
学
院
（
☎
44
７
８
２
０
）

くらしのガイド

令和５年度採用 登別市職員募集令和５年度採用 登別市職員募集
●募集職種・採用予定人数・試験区分・年齢要件 ●試験科目・会場・日時

大学卒業
程度

面接試験

民間等職
務経験者
大学卒業
程度

民間等職
務経験者

大学卒業
程度
民間等職
務経験者

－

（仮称）登別市情報発信拠点施設の（仮称）登別市情報発信拠点施設の

▲決定したロゴ
　マークデザイン

　施設の愛称『ヌプル』に込められた
意味合いなどを踏まえ、アイヌ文様を
施したロゴマークデザイン案３点につ
いて投票を行った結果、236件の投票
を受け付けし、ロゴマークデザインを
決定しました。
※詳しくは市公式ウェブサイトをご覧ください。
問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

13 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

ロゴマークデザインを決定しましたロゴマークデザインを決定しました

※テストセンターでの試験を希望する方は、
指定期間中に自宅のパソコンなどで性格検
査の受験が必要です。

平成４年４月２日以降に生まれ
た方

市民会館中ホール…６月
18日㈯13時～15時30分
テストセンター…申込者
に別途通知

市役所…７月ごろ（予定）

ＳＰＩ３（性
格検査・
基礎能力
検査）平成４年４月２日～平成13年４

月１日に生まれた方
平成４年４月２日以降に生まれ
た方
昭和62年４月２日から平成13年
４月１日まで（大学卒業程度の
方は、平成４年４月１日）に生
まれた方
平成４年４月２日以降に生まれ
た方
平成４年４月２日～平成13年４
月１日に生まれた方
昭和52年４月２日以降に生まれ
た方

▼申込方法　４月27日㈬までに登別市職員採
用試験特設ウェブサイトの申し込みフォー
ムに必要事項を入力し、送信

※詳しい受験資格については、
　登別市職員採用試験特設ウェ
　ブサイトをご確認ください。

問い合わせ

▶問い合わせ　人事グループ（☎85１１３２）

 2022.４月号

事務

職種 採用予定人数 試験区分 年齢要件 試験科目 会場・日時

７人程度

土木 ２人程度

建築 １人程度

保健師 ２人程度

第１次
試験

第２次
試験



くらしのガイド

簡易申請フォームからの送信、ま
たは閲覧場所に備え付けの用紙か
任意の様式に案件名、住所、氏名、
電話番号、意見を記入し、閲覧場
所に備え付けの意見箱に投函する
か、郵送またはファクス、
Ｅメールで担当グループ
に提出

パブリックコメント（意見公募）についてパブリックコメント（意見公募）について

提出先

住所

電話

ファクス

Ｅメール

問い合わせ意見数募集期間案件

　市役所１階市民ロビー、各支所、市民
会館、しんた21、市立図書館、市立図書
館アーニス分館、市民活動センター、登
別温泉郵便局、担当グループのほか、市
公式ウェブサイトでも閲覧することがで
きます。

登別市本庁舎
建設基本計画
の改訂（案）

登別市公共施
設等総合管理
計画（案）

登別市ＤＸ推
進計画（案）

第11次登別市
交通安全計画
（案）

登別市地域公
共交通計画
（案）

第３期登別市
環境基本計画
（案）

幌別・常盤児
童館の移転改
築について
（案）

幌別東小学校
の統合に関す
る方針（案）

登別市教育施
設等個別施設
計画（案）

本庁舎整備推進
グループ（☎85
１１３０）

行政経営グルー
プ（☎85５１０
９）

令和３年度事
務事業評価
（対象：令和
２年度実施事
業）

３件

２件

２件

企画調整グルー
プ（☎85１１２
２）

０件

市民サービスグ
ループ（☎85２
１３９）

１件

環境対策グルー
プ（☎85２９５
８）

３件

こども家庭グル
ープ（☎57１０
７８）

３件

教育部総務グル
ープ（☎88１１
００）

１件

２件

１件

２月３日
～３月４日

１月４日
～２月２日

２月１日
～３月２日

12月24日
～１月24日

１月４日
～２月２日

閲覧場所

提出
方法

募集
期間

案件
（仮称）登別市情報発信拠点施設
設置及び管理運営に関する基本的
考え方（案）

３月16日㈬～４月18日㈪

商工労政グループ

〒059‒0012中央町４丁目11

☎85２１７１

　83５３０２

shoko@city.noboribetsu.lg.jp

14くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ  2022.４月号

○結果を公表しています ○意見を受け付けています



新型コロナウイルス感染症に関する主な相談窓口
○ご自身の症状に不安がある場合など、一般的な問い合わせについては、次の窓口にご相談ください。
・北海道新型コロナウイルス感染症　健康相談センター（24時間対応）☎0120－501－507（フリーダイ
　ヤル）
・厚生労働省電話相談窓口（コールセンター９時～21時）☎0120－565－653（フリーダイヤル）
○差別や偏見などに関する相談については、次の窓口にご相談ください。
・北海道新型コロナウイルス人権相談窓口（９時～17時　土・日曜日、祝日を除く）☎011－206－0497

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

　無料法律相談※1

　市民相談※2

消費生活相談

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

連合登別事務
所（中央町６
丁目20－５）

地域職業相談室
（アーニス内）

４月23日㈯
10時～12時30分

５月21日㈯
10時～13時

※登別消費者協会は、火
　～金曜日の10時～15時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

障がい福祉グ
ループ

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

生活支援相談室
（社会福祉グループ内）

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センタ
ー（市民サービ
スグループ内）
または登別消費
者協会（しんた
21内）

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、離婚、
家庭内暴力など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

仕事や生活などの困りごと

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など
※新型コロナウイルス感染症の
　影響による解雇・休業などに
　ついても受け付けています。

障がいのある方の就労

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

生活支援相談室
（☎85１９１１）

４月22日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

５月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚（養育費・面会交流）など
定員：６人（申し込み順）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

土曜日
10時～17時

月～金曜日
17時以降（予約制）

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

※時間外も相談ください。
　（こども相談室につな
　がらない場合は、市役
　所（☎85２１１１）に
　かけ直しください）。

水・金曜日
８時30分～17時

４月21日㈭
13時～16時

４月22日㈮、５月13
日㈮10時～16時（予
約制）

生活にお困りの方
　の相談窓口※3

障がいのある方の
　就労相談窓口※5

児童虐待について
　の相談窓口※4

無料労働相談
（市支援事業）

４月14日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

登別郵便局
（JR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務への苦情や意見、要望

４月15日㈮
10時～12時一日行政相談 市民サービスＧ

（☎85 2 1 3 9）

こども相談室
（☎85６６７７）
室蘭児童相談所
（☎44４１５２）
※緊急の場合は児童
　相談所全国共通ダ
　イヤル（☎189）

若年者等キャリア
カウンセリング
（市委託事業）

札幌弁護士会室蘭支部

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

※1～※5は、簡易申請システムからも
　申し込むことができます。

※

１

※

２

※

３

※

４
※

５

15 困った！ときにはまず相談2022.４月号

くらしのガイド

簡易申請フォームからの送信、ま
たは閲覧場所に備え付けの用紙か
任意の様式に案件名、住所、氏名、
電話番号、意見を記入し、閲覧場
所に備え付けの意見箱に投函する
か、郵送またはファクス、
Ｅメールで担当グループ
に提出

パブリックコメント（意見公募）についてパブリックコメント（意見公募）について

提出先

住所

電話

ファクス

Ｅメール

問い合わせ意見数募集期間案件

　市役所１階市民ロビー、各支所、市民
会館、しんた21、市立図書館、市立図書
館アーニス分館、市民活動センター、登
別温泉郵便局、担当グループのほか、市
公式ウェブサイトでも閲覧することがで
きます。

登別市本庁舎
建設基本計画
の改訂（案）

登別市公共施
設等総合管理
計画（案）

登別市ＤＸ推
進計画（案）

第11次登別市
交通安全計画
（案）

登別市地域公
共交通計画
（案）

第３期登別市
環境基本計画
（案）

幌別・常盤児
童館の移転改
築について
（案）

幌別東小学校
の統合に関す
る方針（案）

登別市教育施
設等個別施設
計画（案）

本庁舎整備推進
グループ（☎85
１１３０）

行政経営グルー
プ（☎85５１０
９）

令和３年度事
務事業評価
（対象：令和
２年度実施事
業）

３件

２件

２件

企画調整グルー
プ（☎85１１２
２）

０件

市民サービスグ
ループ（☎85２
１３９）

１件

環境対策グルー
プ（☎85２９５
８）

３件

こども家庭グル
ープ（☎57１０
７８）

３件

教育部総務グル
ープ（☎88１１
００）

１件

２件

１件

２月３日
～３月４日

１月４日
～２月２日

２月１日
～３月２日

12月24日
～１月24日

１月４日
～２月２日

閲覧場所

提出
方法

募集
期間

案件
（仮称）登別市情報発信拠点施設
設置及び管理運営に関する基本的
考え方（案）

３月16日㈬～４月18日㈪

商工労政グループ

〒059‒0012中央町４丁目11

☎85２１７１

　83５３０２

shoko@city.noboribetsu.lg.jp

14くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ  2022.４月号

○結果を公表しています ○意見を受け付けています



すくすく子育て　いきいき健康 162022.４月号

すくくすすくく子育て
いきき いい きき 健 康

○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、３月11日現在の情報を掲載して
　 います。イベントなどについて、中止や延期とな
　 っている場合がありますので、ご注意ください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

　沐浴やオムツ交換などの育児体験をして、
赤ちゃんを迎える準備をしませんか。お父さ
んになる方やご家族もぜひご参加ください。
●日時　５月20日㈮10時～12時
●場所　しんた21
●対象　妊娠している方とその家族
●内容　沐浴や抱っこ、オムツ交換の体験
　実習、妊婦体験など
●定員　10組
●申し込み　５月13日㈮までに健康推進
　グループ（☎85０１００）

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

▶乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

すこやか
マタニティ教室
(プレ育児コース)

すこやか
マタニティ教室
(プレ育児コース)

●対象　国民健康保険または後期高齢者
　医療制度に加入している方
●内容　健康講話とウオーキング体験
※雨天の場合は、屋内で開催します。
●申し込み　５月13日㈮までに申し込み
　フォームまたは電話で国民健康保険グループ
　（☎85１７７１）、健康長寿グループ（☎57１０７５）

ウオーキング教室ウオーキング教室

▲申し込み
　フォーム

もく

日時 コース（集合場所） 定員
キウシト湿原コース
（市民活動センター）

幌別川コース（市民会館）

６月１日㈬ 亀田記念公園コース
（かめだわんパーク・同公園内）

日時 場所 対象 内容 持ち物
４～５カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

た
ん
し

生まれ
診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ

健康相談 ※時間は個別通知。
令和３年７月
生まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、尿検査、身
体計測、栄養・歯科・育児相
談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

５歳児
健康相談 ※時間は個別通知。 個別通知

育児相談、集団遊び、視力検
査、就学準備の講話、発達相
談

母子健康手帳

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談
妊婦または生
後６カ月未満
の子どもとそ
の家族

授乳・育児などの相談（個別
相談）

母子健康手帳､
バスタオル、
替えおむつ

あそび相談 生後６カ月以
降の子どもと
その家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）



すくすく子育て　いきいき健康17 2022.４月号

（登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）
富岸子育てひろば（亀田記念公園管理棟２階）

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

中央子育て支援センター（☎81３７１５）

登別子育て支援センター（☎80２７７２）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

こいのぼり製作

～

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

こいのぼりの製作
をします

各回
５組

着替え、飲み物（お

など
－

日時 対象 内容 持ち物

はぐっと

小学校入学前の子
どもとその保護者

公認心理師によるミニ講座

着替え、飲み
物（お茶また
は水）など

手話講座 手話通訳専門員によるミニ講座

季節の製作 こいのぼり製作

お誕生会
４月が誕生月のお友達をみんなでお祝い
※誕生月の方は、誕生日カードを作るので
　早めにお越しください。

日時 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申込期限

フレンズパーク
春探しの散歩の日 小学校入学前

の子どもとそ
の保護者

ネイチャービンゴを楽
しみながら春のお散歩
をします

動きやすい服
装、靴、帽子､
飲み物など

お楽しみ会
こいのぼり製作

こいのぼりの製作をし
ます ー

ー

ー

ー

子育てＣ
カ フ ェ
ＡＦＥ

万が一の、
小児救急講座

子育て中の方
※託児あり。

子どものけがなど、も
しもの時に焦らず冷静
に対応できるように勉
強します

１
フ ァ ー ス ト

ｓｔＢ
バ ー ス

ＩＲＴＨ　
赤ちゃんへの
はじめてのギフト

妊婦の方（子
ども連れ可）

身近にあるものでちょ
っとしたアイテムを作
ります
※Ｚ

ズ ー ム
ＯＯＭでの参加も

　可能です。

人 ハンドタオル
１・２枚

出張子育てひろば
鷲別神社へ
ピクニック

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

お花を楽しみ、海や街
を見下ろせる岬へ行き
ます

動きやすい服
装、靴など

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

お父さんと
遊ぼう

小学校入学前
の子どもとそ
のお父さん こいのぼりの製作を

します －

着替え、飲
み物（お茶
または水）
など

－
お楽しみ
デー

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

遊びの広場
１歳児
（全７回）

【火曜日コース】
１歳６カ月～
２歳５カ月の
子どもとその
保護者

手遊び、運動遊び、
親子で製作、絵本の
読み聞かせなど

各６組 日㈪
【木曜日コース】



すくすく子育て　いきいき健康 182022.４月号

実施機関
室蘭･登別
総合健診
センター

日鋼記念
病院

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院 三愛病院

対象
国民健康保険に令和４年４月１日以前から

険税の滞納がない方

検査項目

身体測定、血圧、尿、血液、心電図、眼底、
視力、聴力、腹部超音波、胸部Ｘ線、便潜
血、胃がん検診（胃バリウムまたは胃カメ
ラ）
※室蘭・登別総合健診センターの胃がん検
　診は、胃バリウムのみ実施します。

検査項目

※三愛病院
は除く。

乳がん検診
（
　れの女性）
子宮頸

けい
がん検診

（
　れの女性）

－

料金

その他

・室蘭・登別総合健診センターは、受診日
　時の指定はできません。
・医療機関の都合などにより受診までに日
　数がかかることがあります。
・特定健診、バスドック、脳ドックとの重
　複受診はできません。

申し込み ームまたは電話で国民健康保険
グループ（ ）

実施機関
室蘭･登別
総合健診
センター

日鋼記念
病院

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院 三愛病院

対象
登別市後期高齢者医療制度に加入している
偶数月生まれの方で、保険料の滞納がない
方

検査項目
身体測定、血圧、尿、血液、心電図、眼底、
視力、腹部超音波、胸部Ｘ線、便潜血、胃
がん検診（胃バリウムまたは胃カメラ）
※室蘭・登別総合健診センターの胃がん検
　診は、胃バリウムのみ実施します。

検査項目

※三愛病院
は除く。

乳がん検診、子宮頸
けい
がん検診 －

料金

その他

・令和４年度から２年に１回の受診とした
　ほか、検査項目の見直しを行い、自己負
　担額を一部減額しました。
・室蘭・登別総合健診センターは、受診日
　時の指定はできません。
・医療機関の都合などにより受診までに日
　数がかかることがあります。
・健康診査、バスドックとの重複受診はで
　きません。

申し込み ームまたは電話で健康長寿グル
ープ（ ）

４～５月の歯科救急医療

問い合わせ
室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

短期人間ドックを受診しませんか短期人間ドックを受診しませんか
国民健康保険に加入している方へ

短期人間ドックを受診しませんか短期人間ドックを受診しませんか
後期高齢者医療制度に加入している方へ

日時 診療所・住所・電話

４月３日㈰ 小野瀬歯科医院

くどう歯科クリニック

藤原眼科・歯科

多田歯科医院

高砂歯科医院
  

三愛病院歯科
　

さかた歯科医院

日時 診療所・住所・電話

５月１日㈰ いちはし歯科
４３２３

５月３日㈫ 岩倉歯科

５月４日㈬
三国ファミリー歯科

  

金本歯科医院
    

５月５日㈭ 御前水歯科クリニック



日　時イベント 内　　容 参加料 持ち物 申し込み定員

10人

大空を泳ぐ
こいのぼり

４月５日㈫～
５月５日㈭

庭園の空にこいのぼりが泳ぎ
ます
※郷土資料館では、不要となっ
　たこいのぼり（化繊）の寄
　贈をお受けしています。

190円（中
学生以下
は60円）

－

－

－ －

べこもち作りと
お話しの会

五月武者人形展

４月23日㈯
10時～12時

４月15日㈮～
５月５日㈭
10時～17時

笹の葉を使ったべこもち作り、
昔話の読み聞かせをします

武者人形や桃太郎、金太郎な
ど、さまざまな五月人形を展
示します

エプロン、三角
巾、手ふき、上
靴、持ち帰り用
の容器など

200円
４月
８日㈮～
20日㈬

　　郷土資料館

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装や汚れてもよい服装、靴などで参加ください。
※着替えや帽子、防寒具、長靴、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）
　をご覧ください。

日　時イベント 対　象 内　容 定員 参加料 申し込み
ふぉれすと鉱山

どなたでも
（18歳以下は保
護者同伴）

４月29日㈮
10時～12時

クライミングや
スラックライン

春のワンデイ
ハイク

春の里山まつり

こどもの日
スペシャル

ＧＷスペシャル
ウィーク

春の野鳥観察会

鉱山町ハープソン

４月24日㈰
10時～12時

どなたでも
（小学生以下は
保護者同伴）

どなたでも
（小学生以下は
保護者同伴）

鉱山周辺の森でハイ
キングをしながら春
を探す

５月５日㈭
10時～12時

４月30日㈯、
５月１日㈰
10時～12時

５月３日㈫
８時～10時

５月４日㈬
10時～12時

どなたでも

どなたでも

しば刈り、春の里山
づくり

春の自然を楽しめる
さまざまなプログラ
ム

春の野鳥を観察

鉱山地区の林道を歩
きながら、両生類・
は虫類を調査

※申込期限などは、プログラムにより
　異なりますので、ふぉれすと鉱山の
　ウェブサイトでご確認ください。

※申込期限などは、プログラムにより
　異なりますので、ふぉれすと鉱山の
　ウェブサイトでご確認ください。

５月３日㈫まで15人 200円

５月１日㈰まで15人 200円

100円コーザン自然観察
みっけ隊

４月10日㈰･
23日㈯
10時～11時30分

小学生以上
（小学生は保護
者同伴）

自然の不思議を調べ
る

10人

中学生以上
春の自然観察会
①野鳥観察
②早春の植物観察

４月７日㈭･
17日㈰
①10時～11時
②13時30分～
  14時30分

春の自然観察 200円
参加を希望する日
の前日まで

10人

200円 ４月23日㈯まで15人

200円 ４月28日㈭まで30人

ゴールデンウィーク

わくわくおでかけナビゲーション19 2022.４月号

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

はに際の加参 ※ マスクの着用や咳エ
チケットの徹底など、感染症対策
にご協力をお願いします。

※内容については、３月11日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

すくすく子育て　いきいき健康 182022.４月号

実施機関
室蘭･登別
総合健診
センター

日鋼記念
病院

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院 三愛病院

対象
国民健康保険に令和４年４月１日以前から

険税の滞納がない方

検査項目

身体測定、血圧、尿、血液、心電図、眼底、
視力、聴力、腹部超音波、胸部Ｘ線、便潜
血、胃がん検診（胃バリウムまたは胃カメ
ラ）
※室蘭・登別総合健診センターの胃がん検
　診は、胃バリウムのみ実施します。

検査項目

※三愛病院
は除く。

乳がん検診
（
　れの女性）
子宮頸

けい
がん検診

（
　れの女性）

－

料金

その他

・室蘭・登別総合健診センターは、受診日
　時の指定はできません。
・医療機関の都合などにより受診までに日
　数がかかることがあります。
・特定健診、バスドック、脳ドックとの重
　複受診はできません。

申し込み ームまたは電話で国民健康保険
グループ（ ）

実施機関
室蘭･登別
総合健診
センター

日鋼記念
病院

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院 三愛病院

対象
登別市後期高齢者医療制度に加入している
偶数月生まれの方で、保険料の滞納がない
方

検査項目
身体測定、血圧、尿、血液、心電図、眼底、
視力、腹部超音波、胸部Ｘ線、便潜血、胃
がん検診（胃バリウムまたは胃カメラ）
※室蘭・登別総合健診センターの胃がん検
　診は、胃バリウムのみ実施します。

検査項目

※三愛病院
は除く。

乳がん検診、子宮頸
けい
がん検診 －

料金

その他

・令和４年度から２年に１回の受診とした
　ほか、検査項目の見直しを行い、自己負
　担額を一部減額しました。
・室蘭・登別総合健診センターは、受診日
　時の指定はできません。
・医療機関の都合などにより受診までに日
　数がかかることがあります。
・健康診査、バスドックとの重複受診はで
　きません。

申し込み ームまたは電話で健康長寿グル
ープ（ ）

４～５月の歯科救急医療

問い合わせ
室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

短期人間ドックを受診しませんか短期人間ドックを受診しませんか
国民健康保険に加入している方へ

短期人間ドックを受診しませんか短期人間ドックを受診しませんか
後期高齢者医療制度に加入している方へ

日時 診療所・住所・電話

４月３日㈰ 小野瀬歯科医院

くどう歯科クリニック

藤原眼科・歯科

多田歯科医院

高砂歯科医院
  

三愛病院歯科
　

さかた歯科医院

日時 診療所・住所・電話

５月１日㈰ いちはし歯科
４３２３

５月３日㈫ 岩倉歯科

５月４日㈬
三国ファミリー歯科

  

金本歯科医院
    

５月５日㈭ 御前水歯科クリニック



わくわくおでかけナビゲーション 202022.４月号

日　時イベント 対　　象 内　　容
　　市立図書館

※団体での参加は、事前にご相談ください。
※４月の休館日は、４日㈪・11日㈪・18日㈪・22日㈮・25日㈪・29日㈮です。

▶
市
立
図
書

　館
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

えほんのへやの
おはなし会

おはなしぽけっと

４月９日㈯14時

４月23日㈯13時30分

幼児以上
（幼児は保護者同伴）

絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと紙芝居

月/日 ステーション名 時　間 月/日 ステーション名 時　間

（第１・第３水曜日）

富岸青少年会館駐車場
美園町６丁目32（星さん宅向かい）
美園町５丁目（東橋付近）
まいどどーもです前
『グループホームあいあい』向かい駐車場
いなほ公園横
新生団地付近
特別養護老人ホーム『わかくさ』前
コープさっぽろ しがイースト店駐車場
若草町３丁目20（塚田さん宅前）
旧武田商店前
新生町５丁目５（旧伊岐見商店前）
楡の木公園横
栄町１丁目広場前
道営住宅登別西団地Ｃ棟
老人憩の家『恵和園』前
リリー文化幼稚園前
特別養護老人ホーム『わかくさ』前
旧武田商店前
新生町５丁目５（旧伊岐見商店前）
あかしや団地
老人憩の家『若山の家』裏
汐平広場前
富浜広場前
富浜児童館前

（第２・第４水曜日）

特定施設ケアハウス『アンデルセンの丘』
白菊幼稚園前
桜木団地６号棟横
かえで公園前
幌別西団地62共１横
幌別東団地（ソーダ工場バス停付近）
すずらん公園前
登別東町1丁目14（旧登別保育所）
汐見坂バス停横
登別東町団地Ａ棟前
登別児童館
旧登別温泉ふれあいセンター駐車場
旧相原商店前
老人憩の家『芙蓉の家』
旧富浦児童館前
湯元オロフレ荘前
禅林寺駐車場
旧登別温泉ふれあいセンター駐車場
ファミリーマート中登別店駐車場
登別東町団地Ａ棟前
旧登別公民館前
桜木広場横

（第２・第４木曜日）

（第１・第３木曜日）

（第２･第４金曜日）

（第１・第３金曜日）

（第２・第４土曜日）

（第１・第３土曜日）

━━━━━ こぐま号を利用する方へ ━━━━━
○ 借りた図書は、次の巡回日にお返しください
○ 図書の返却は、市立図書館・市立図書館アーニ
　 ス分館・ 各配本所でも受け付けます
○ 悪天候の日は、巡回を中止することがあります
○ 市立図書館の図書も借りられます。こぐま号に
　 備え付けの予約票または電話で市立図書館
　（☎ 85４３２４）へ申し込みください

巡回日のお知らせ
（４月～９月）
巡回日のお知らせ
（４月～９月）

10：50～11：45
13：10～13：40
13：50～14：10
14：20～14：50
15：00～15：30
15：40～16：00
10：15～10：45
10：55～11：30
11：40～12：00
13：50～14：20
14：30～15：10
15：20～16：00
10：10～10：40
10：50～11：20
13：45～14：15
14：25～14：55
15：05～15：40
10：10～10：40
10：50～11：20
11：30～12：00
13：10～13：40
13：50～14：30
14：40～15：05
15：15～15：35
15：40～16：00

11：30～12：00
13：55～14：25
14：30～15：00
15：05～15：30
15：35～15：55
10：40～11：00
11：10～11：40
13：45～14：15
14：25～15：00
15：10～15：50
11：30～12：00
13：10～13：30
13：55～14：35
14：45～15：15
15：30～15：50
10：15～10：35
11：00～11：20
11：30～12：10
13：10～13：30
13：45～14：05
14：15～14：35
15：05～15：25

4/6,4/20,5/18,
6/1,6/15,7/6,
7/20,8/3,8/17,
9/7,9/21

4/7,4/21,5/19,
6/2,6/16,7/7,
7/21,8/4,8/18,
9/1,9/15

4/1,4/15,5/6,
5/20,6/3,6/17,
7/1,7/15,8/5,
8/19,9/2,9/16

4/2,4/16,5/7,
5/21,6/4,6/18,
7/2,7/16,8/6,
8/20,9/3,9/17

4/13,4/27,5/11,
5/25,6/8,6/22,
7/13,7/27,8/10,
8/24,9/14,9/28

4/14,4/28,5/12,
5/26,6/9,6/23,
7/14,7/28,
8/25,9/8,9/22

4/8,4/22,5/13,
5/27,6/10,6/24,
7/8,7/22,8/12,
8/26,9/9

4/9,4/23,
5/14,5/28,6/11,
6/25,7/9,7/23,
8/13,8/27,
9/10,9/24

わくわくおでかけナビゲーション21 2022.４月号

キウシト湿原  春の観察会キウシト湿原  春の観察会
日時　４月16日㈯・17日㈰10時～12時（集合は９時
　50分まで）
内容　一般公開をしていない保全エリアでザゼンソ
　ウやミズバショウなどの春の花を観察
定員　各日10人
持ち物　汚れても良い服装、長靴
申し込み　４月15日㈮までにキウシト湿原・登別
      　　　　　　　　　　（☎090－8632－3715）

　４月16日㈯・17日㈰は、来場者全員に『春の花の
絵はがき』をプレゼントします。
※観察会参加の有無は問いません。無くなり次第終
　了します。

日時　４月26日㈫①11時～11時40分、②14時～14時
　40分
場所　ナチュの森２階ライトルーム（白老町虎杖浜
　393－12）
対象　０歳～２歳までの子どもと保護者
内容　『保湿＆ＵＶ対策・外出時の注意点』につい
　ての話とクリームの使用体験（お土産付き）
定員　５組
持ち物　バスタオル
申し込み　４月25日㈪までにｈｏｍｅナチュの森店
　　　　　　　　　　　　　　 （☎0144841210）

絵本コーナーにお越しください絵本コーナーにお越しください
　登別市市民自治推進委員会育み部会は、市民の皆
さんに『本を読むこと』を広げるため、アーニス内
に絵本コーナーを設置しました。
　親子で読書に親しめる空間になっていますのでぜ
ひお立ち寄りください。
日時　４月16日㈯10時～13時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室の隣り）
問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

春のヒグマ安全教室春のヒグマ安全教室
日時　４月23日㈯13時30分～15時
場所　カント・レラ
内容　山菜採りなどでの安全対策
　について
講師　ヒグマ学習センター代表・
　前田菜穂子さん
※当日、直接会場にお越しください。
問い合わせ　カント・レラ（☎84２０６９）

登別美術協会第42回会員展登別美術協会第42回会員展

市民プール らくあ ～水泳教室のご案内（５月～令和５年３月）～市民プール らくあ ～水泳教室のご案内（５月～令和５年３月）～

日時　５月６日㈮～８日㈰10時～17時
※最終日は10時～15時。
会場　市民会館２階中ホール
問い合わせ　同協会・桐さん（☎86５４９０）

ナチュの森 ｄｅ スキンケア
ベビー春の保湿＆紫外線対策
ナチュの森 ｄｅ スキンケア
ベビー春の保湿＆紫外線対策

デデ

アンドアンド

アンド

ホーム

▶申込期間　キッズわくわくスイミングは４月18日㈪10時から、ジュニア水泳教室・成人水泳教室は４月11日㈪14時
　から
▶申込方法　らくあに備え付けの申込用紙に記入し、スポーツ安全保険料と一緒に提出
※電話での受け付けは行っていません。
※キッズわくわくスイミングは、トイレに行きたいと言える子どもが対象です。

▶問い合わせ　らくあ（☎85５５８８）

参加料

募集教室

日　時

月額2,500円
※申し込み時にスポーツ安全
　保険料800円。

対　象

内　容

定　員

キッズわくわくスイミング

●毎週火曜日16時～17時
●毎週金曜日16時～17時

平成28年４月２日～平成30年
４月１日生まれの幼児

水慣れ・水遊び～クロール・
背泳ぎ

40人

月額3,800円
※申し込み時にスポーツ安全保険料
　800円。
※別途入館料がかかります。

ジュニア水泳教室

●毎週水曜日17時～18時
●毎週木曜日17時～18時
●毎週金曜日17時～18時

①初心者コース
　水慣れ～クロール
②中級コース
　クロール～バタフライ

数人

平成22年４月２日～平成28年
４月１日生まれの小学生

月額2,500円
※申し込み時にスポーツ安全保険
　料1,850円（初回のみ65歳以上
　の方は1,200円）。

成人水泳教室

●毎週火曜日19時～20時
●毎週金曜日14時30分～15時30分

18歳以上の方

まったく泳げない方からクロール・
平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライの４泳
法取得を目標とする方までレベル
に応じて

数人

まえ　だ　　な　　お　 こ

きり



わくわくおでかけナビゲーション21 2022.４月号
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場所　ナチュの森２階ライトルーム（白老町虎杖浜
　393－12）
対象　０歳～２歳までの子どもと保護者
内容　『保湿＆ＵＶ対策・外出時の注意点』につい
　ての話とクリームの使用体験（お土産付き）
定員　５組
持ち物　バスタオル
申し込み　４月25日㈪までにｈｏｍｅナチュの森店
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デデ

アンドアンド

アンド

ホーム
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水慣れ・水遊び～クロール・
背泳ぎ

40人
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②中級コース
　クロール～バタフライ
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平成22年４月２日～平成28年
４月１日生まれの小学生

月額2,500円
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　の方は1,200円）。

成人水泳教室

●毎週火曜日19時～20時
●毎週金曜日14時30分～15時30分

18歳以上の方

まったく泳げない方からクロール・
平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライの４泳
法取得を目標とする方までレベル
に応じて

数人

まえ　だ　　な　　お　 こ

きり



わくわくおでかけナビゲーション 222022.４月号

▶開館日時
▶申し込み・問い合わせ

市民活動センター からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』
※内容については、３月11日現在の情報を掲載しています。
　イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　なっている場合がありますので、ご注意ください。

※イベントの開催状況などについては、のぼりんのウェブサイト（https://noborin.org/）
　をご覧ください。全て申し込み順となります。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◀
の
ぼ
り
ん

市民活動支援ラインナップ

のぼりんイベント

日時　月～金曜日10時～17時・19時～21時、土・
　日曜日10時～12時
※一人（団体）30分程度。
内容　のぼりんの利用を考えている方や市民活
　動に興味がある方へ施設の利用やのぼりんの
　サポートについて案内

のぼりん利用ガイダンスのぼりん利用ガイダンスのぼりん利用ガイダンス

絵本セラピー『登別を好きになろう』
（大人に絵本主催）
絵本セラピー『登別を好きになろう』
（大人に絵本主催）
絵本セラピー『登別を好きになろう』
（大人に絵本主催）
日時　４月22日㈮19時～20時30分
内容　参加型ワークショップ『絵本セラピー』
対象・定員　20歳以上・６人
申し込み　４月21日㈭までに西さん
　　　　　　　　 　（☎080－5582－9158）

和製エアロビクスともいわれる
楽しく粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれる
楽しく粋な踊りです
～かっぽれ踊り～

和製エアロビクスともいわれる
楽しく粋な踊りです
～かっぽれ踊り～
日時　４月18日㈪
　13時30分～15時30分
対象　どなたでも
定員　10人

指先で脳活
筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～

指先で脳活
筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～

指先で脳活
筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
日時　４月20日㈬
　10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　硯、墨液、
　筆（大小）、文
　鎮、下敷き、半
　紙、新聞紙

市民活動パワーアップ講座
～ＬＩＮＥのビデオ通話体験～
市民活動パワーアップ講座
～ＬＩＮＥのビデオ通話体験～
日時　４月18日㈪13時30分～15時
対象　市民活動の運営や立ち上げを考えている
　方
定員　５団体（一団体２人まで）
持ち物　スマートフォン、タブレット、パソコン
※詳しくは問い合わせください。

にし

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～
日時　４月22日㈮
　10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　1,000円

日時　４月23日㈯
　９時30分～12時
　30分
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　1,000円

造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～

は　 がは　 がは　 が

ラインラインライン

知里幸恵 銀のしずく記念館のお知らせ知里幸恵 銀のしずく記念館のお知らせ
▶問い合わせ　同館（☎83５６６６）

日時　４月９日㈯・６月11日㈯13時30分～15時30分
場所　同館研修室
内容　芳賀美津枝さんを講師としてマスク生地にア
　イヌ刺しゅうをする
定員　各10人
材料費　300円
申込方法　４月５日㈫までに同館

アイヌ文様ししゅう初心者講座アイヌ文様ししゅう初心者講座
日時　４月16日㈯13時30分～15時
場所　同館
内容　学校生活、日曜学校と聖公会、東京へ
　の旅立ちを手紙で読み解く
参加料　100円
定員　10人
申込方法　４月15日㈮までに同館

ち　　　り　  ゆき  　えち　　　り　  ゆき  　え

は　  が    み     つ    え

講座　知里幸恵８講講座　知里幸恵８講

～近文の十四年～～近文の十四年～

すずり ぼく　えき

ぶん

ちん

『1922年愛した／生きた／綴った』『1922年愛した／生きた／綴った』
つづつづ

ちか　ぶみちか　ぶみ



わくわくおでかけナビゲーション 222022.４月号
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～初心者書道教室～

指先で脳活
筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～

指先で脳活
筆文字文化を楽しみましょう
～初心者書道教室～
日時　４月20日㈬
　10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　硯、墨液、
　筆（大小）、文
　鎮、下敷き、半
　紙、新聞紙

市民活動パワーアップ講座
～ＬＩＮＥのビデオ通話体験～
市民活動パワーアップ講座
～ＬＩＮＥのビデオ通話体験～
日時　４月18日㈪13時30分～15時
対象　市民活動の運営や立ち上げを考えている
　方
定員　５団体（一団体２人まで）
持ち物　スマートフォン、タブレット、パソコン
※詳しくは問い合わせください。

にし

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～

乾燥させた葉の形や色を生かし、
重ね合わせ絵画を表現します
～葉画教室～
日時　４月22日㈮
　10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　1,000円

日時　４月23日㈯
　９時30分～12時
　30分
対象　18歳以上
定員　10人
材料費　1,000円

造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～
造形は心身共に豊かになります
～陶芸教室～

は　 がは　 がは　 が

ラインラインライン

知里幸恵 銀のしずく記念館のお知らせ知里幸恵 銀のしずく記念館のお知らせ
▶問い合わせ　同館（☎83５６６６）

日時　４月９日㈯・６月11日㈯13時30分～15時30分
場所　同館研修室
内容　芳賀美津枝さんを講師としてマスク生地にア
　イヌ刺しゅうをする
定員　各10人
材料費　300円
申込方法　４月５日㈫までに同館

アイヌ文様ししゅう初心者講座アイヌ文様ししゅう初心者講座
日時　４月16日㈯13時30分～15時
場所　同館
内容　学校生活、日曜学校と聖公会、東京へ
　の旅立ちを手紙で読み解く
参加料　100円
定員　10人
申込方法　４月15日㈮までに同館

ち　　　り　  ゆき  　えち　　　り　  ゆき  　え

は　  が    み     つ    え

講座　知里幸恵８講講座　知里幸恵８講

～近文の十四年～～近文の十四年～

すずり ぼく　えき

ぶん

ちん

『1922年愛した／生きた／綴った』『1922年愛した／生きた／綴った』
つづつづ

ちか　ぶみちか　ぶみ

※天候などにより、利用期間が変更となる可能性があります。
施設オープン情報施設オープン情報

若山浄化
センター
パークゴルフ
場（若山町）

４月10日㈰～11月上旬
８時～17時
※クラブやボールは各自で
　持参してください。

土木・公園
グループ
（☎85４１１５）

利用期間など施設名

カント・レラ
（登別温泉町）

キウシト湿原
（若山町）

若草中央公園
テニスコート
（若草町）

問い合わせ

４月１日㈮～11月30日㈬
10時～17時
（11月は16時まで）
※月曜日（月曜日が休日の
　場合は火・水曜日）と休
　日の翌日は休館。

４月16日㈯～11月20日㈰
９時30分～17時
※月曜日（月曜日が休日の
　場合は火曜日）は休園。

４月15日㈮～
10月31日㈪９時～19時
【10人以上の団体で利用す
る場合】
　４月７日㈭までに次の書
類を提出し、申し込みをし
てください。
・代表者が分かる会員名簿

若山浄化セン
ターパークゴ
ルフ場同好会
・岸さん（☎
090－2075－
1553）

きし

カント・レラ
（☎84２０６９）

亀田記念公園
管理事務所
（☎86２５１１）

利用期間など施設名

岡志別の森
運動公園
（千歳町）

川上公園
野球場
（桜木町）

問い合わせ

○テニスコート
４月10日㈰～10月
31日㈪６時～21時
（４月は９時～17
時）
○パークゴルフ場
４月24日㈰～10月
31日㈪７時～19時
（４・５月は18時
まで、10月は17時
まで）
○野球場
５月１日㈰～10月
31日㈪５時～19時
（５月は６時～18
時、10月は６時～
17時）
※利用予約の受付
　は４月２日㈯12
　時から。

岡志別の森
運動公園
管理事務所
（☎88２５２５）

５月１日㈰～10月
31日㈪５時～19時
（５月は６時～18
時、10月は６時～
17時）
※利用予約の受付
　は４月２日㈯12
　時から。

わくわくおでかけナビゲーション23 2022.４月号 わくわくおでかけナビゲーション・となりまちホットライン23  2022.４月号

室蘭市 伊達市白老町

　高地トレーニングルームなどを完
備し、新たにオープンします。
オープニングイベント
▶日時　４月１日㈮９時
▶内容　先着100人に紅白まんじゅ
　うを配布します。また、ＳＮＳ投
　稿で、４月10日㈰まで入館無料（
　一部施設は除く）
※その他、施設利用に
　関する詳細は、ウェ
　ブサイトでご確認ください。
▶問い合わせ　㊆栗林商会アリーナ
　（☎84６２７０）

　2000年の噴火から今なお白い噴煙
を上げる有珠山。外輪山展望台から、
火口原や洞爺湖、内浦湾、羊蹄山な
ど360度の眺望を満喫できます。
　治山の森から有珠山遊歩道を登る
登山ルートは、１時間30分ほどで外
輪山展望台に到着します。
　山開きに合わせ、有珠山登山道入
口で、安全祈願祭を行います。
▶月日　４月29日㈮
※安全祈願祭は９時から行います。
▶問い合わせ　ＮＰＯ法人だて観光
　協会（☎０１４２㉕２７２２）

有珠山山開き・安全祈願祭㊆栗林商会アリーナオープン
(入江運動公園総合体育館）

　はがきに開花予想日と住所、氏名、
電話番号を記入の上、同館に郵送し
てください。
　電話やＥメールでも応募可能です。
正解者には抽選で『銘菓赤松せんべ
い』を贈呈します。
※当日消印有効。発表は賞品発送を
　もって代えさせていただきます。
▶送付先など　４月５日㈫から19日
　㈫までに、同館（〒059－0912白
　老町陣屋町681－４、☎０１４４
　85２６６６、Ｅメール：jinya@t
　own.shiraoi.hokkaido.jp）

仙台藩白老元陣屋資料館
陣屋跡サクラ開花日当てクイズ

う　　す　ざん



24日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書   2022.４月号

◇４・５・６さいのなぜなにＳＤＧｓ
◇生きのびるための「失敗」入門
◇女王さまのワードローブ

発
祥
の
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
に

合
わ
せ
、
市
内
の
学
校
や
登
別
市
役

所
な
ど
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
今
後
も
地
域
と
と
も

に
積
極
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

日
時
　４
月
16
日
㈯
・
24
日
㈰
10
時

　
30
時
〜
14
時
30
分

※

中
止
や
一
部
内
容
を
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
校
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
確
認
の
上
、

　
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

　
　
　
（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

　
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
大
作
戦
in
登
別
』

に
合
わ
せ
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
で
も
２
月
24
日
を
『
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
』
と
し
、
学
生
や
教
職

員
な
ど
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ン
ク
シ

ャ
ツ
や
同
系
色
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
を
凝

ら
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
９
月
に
行
わ
れ
た
『
多

様
性
を
認
め
合
う
ひ
と
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
に
お
い
て
、
市
内
の
高
校

生
が
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
『
ピ
ン
ク
シ

ャ
ツ
大
作
戦
in
登
別
』
。
ピ
ン
ク
色

の
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
い
じ

め
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
カ
ナ
ダ

　谷川俊太郎が『自死』をテーマにつむ
ぐ絵本。作者は帯に「生は自分一人だけ
のかけがえのない現実、死もそれを断ち
切ることは出来ない」「より深く死を見つ
めることで、より良く生きるための道を
探る試みである」と記している。

工
学
院
で
も

『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』

つくろう、つぎの可能性を。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

さばの缶づめ、宇宙へいく　鯖街道を宇宙へつなげた高校生たち
こ はやし きみ よやす ゆきさか

　「宇宙食、つくれるんちゃう？」はじ
まりは生徒の一言だった。さまざまな困
難を乗り越え、生徒たちがつないだ13年
間にわたる開発のバトン、それを支えた
教員や周囲の大人たち。皆が力を合わせ
たとき、宇宙への扉が開いた。

いあさ

いわ い やけい

さい じょう な か

ぼく
たに かわ

え ほん さく しゃ

で きせつ ふか し み

おび なま じ ぶん ひとり

しゅん た ろう じ し

げん じつ し た

みちい

こころさぐ しる

よ

ちょりんか

じょうおう

い しっ ぱい にゅう もん

ぶん

しゅうかんしお み とし ゆき

あま みや

 

☎85４３２４☎85４３２４

※図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

小坂　康之 著、林　公代 著

さと みごうろうたに かわ だちょたしゅん え

谷川 俊太郎 著、合田　里美 絵

◇ボタニカ
◇竜血の山
◇六つの村を越えて髭をなびかせる者

朝井　まかて 著
岩井　圭也 著
西條　奈加 著

汐見　稔幸 監修
雨宮　処凛 著

ジュリア・ゴールディング 文

●フットマッサージャー●米びつ（20　）●鍋（ガ
ス火用、アルミ、テフロン）●長いす（肘掛けなし）
●物干し台一式●幌別中学校指定かばん●チャイル
ドシート●ジュニアシート●山スキー一式●白内障
術後眼鏡（Ｌ）●シングルベッド●冷凍庫（家庭用）
●雑誌（筆ぐるめ、ＣＤ－ＲＯＭ）●かんじき（大
人用）●家庭用冷蔵庫（高さ140　以下）

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期
　間は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込
　みください。

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●ひな人形（７段）●すり鉢（33　）●麻雀牌●五
月人形（ケース付き）●ポータブル石油ストーブ
●エレクトーン●キーボード●白菊幼稚園制服一式
（男子、年小児・年長児）●石油ストーブ（煙突式）
●タップダンス用靴（23.5　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲オリジナルのピンクシャツを着た学生

▲展示スペースでの集合写真

イ
ン

地域だより25  2022.４月号

　
神
奈
川
県
海
老
名
市
・
宮
城
県
白

石
市
・
当
市
の
町
内
会
は
『
相
互
の

連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
』
を
結

び
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
内
会
活
動
事
例
な
ど
を
報
告
。
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
視
点
を

置
き
、
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
支
援
の

輪
を
地
域
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

登
別
市
連
合
町
内
会
総
務
部
会

　
　
　
部
会
長
　
工
藤
　
保
秋

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

　
鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
は
、
国
道

36
号
線
か
ら
鷲
別
公
民
館
を
通
り
踏

切
に
至
る
道
路
の
照
明
が
少
な
く
交

通
安
全
や
防
犯
に
不
安
が
あ
り
、
防

犯
灯
の
設
置
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
登
別
電
業
協
会
よ
り
、

地
域
の
安
全
の
た
め
に
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
３
基
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

付
近
の
道
路
を
通
行
す
る
方
か
ら
明

る
く
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

鷲
別
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
原
田
　
敬
三

明
る
く
な
っ
た
通
学
路

は
ら
　だ
　
　
　
け
い
ぞ
う

　く
ど
う
　
　
や
す
あ
き

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

令
和
元
年
８
月
に
市
か
ら
貸
与
さ
れ

た
地
域
防
災
用
発
電
機
の
点
検
と
操

作
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
町
内
会
か
ら
２
人
が
参
加
し
、

発
電
機
を
保
管
し
て
い
る
永
和
園
で
、

説
明
書
の
手
順
を
見
な
が
ら
慎
重
に

エ
ン
ジ
ン
の
か
け
方
な
ど
の
操
作
を

確
認
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

備
え
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
森
　
　
芳
昭

停
電
の
際
に
即
対
応
を

も
り
　
　
　
　
　よ
し
あ
き

姉
妹
都
市
町
内
会
テ
レ
ビ
会
議

　
富
岸
町
内
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

地
域
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ

と
を
願
い
、
役
員
が
町
内
会
独
自
の

広
報
紙
『
町
内
会
だ
よ
り
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
写

真
を
掲
載
し
全
戸
回
覧
す
る
こ
と
で
、

よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

富
岸
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
工
藤
　
保
秋

行
事
を『
町
内
会
だ
よ
り
』で
発
信

　く
ど
う
　
　
や
す
あ
き

地域だより
町内会の
いきいき実践活動を紹介

57



24日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書   2022.４月号

◇４・５・６さいのなぜなにＳＤＧｓ
◇生きのびるための「失敗」入門
◇女王さまのワードローブ

発
祥
の
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
に

合
わ
せ
、
市
内
の
学
校
や
登
別
市
役

所
な
ど
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
今
後
も
地
域
と
と
も

に
積
極
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

日
時
　４
月
16
日
㈯
・
24
日
㈰
10
時

　
30
時
〜
14
時
30
分

※

中
止
や
一
部
内
容
を
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
校
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
確
認
の
上
、

　
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

　
　
　
（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

　
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
大
作
戦
in
登
別
』

に
合
わ
せ
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
で
も
２
月
24
日
を
『
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
』
と
し
、
学
生
や
教
職

員
な
ど
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ン
ク
シ

ャ
ツ
や
同
系
色
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
を
凝

ら
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
９
月
に
行
わ
れ
た
『
多

様
性
を
認
め
合
う
ひ
と
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
に
お
い
て
、
市
内
の
高
校

生
が
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
『
ピ
ン
ク
シ

ャ
ツ
大
作
戦
in
登
別
』
。
ピ
ン
ク
色

の
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
い
じ

め
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
カ
ナ
ダ

　谷川俊太郎が『自死』をテーマにつむ
ぐ絵本。作者は帯に「生は自分一人だけ
のかけがえのない現実、死もそれを断ち
切ることは出来ない」「より深く死を見つ
めることで、より良く生きるための道を
探る試みである」と記している。

工
学
院
で
も

『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』

つくろう、つぎの可能性を。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

さばの缶づめ、宇宙へいく　鯖街道を宇宙へつなげた高校生たち
こ はやし きみ よやす ゆきさか

　「宇宙食、つくれるんちゃう？」はじ
まりは生徒の一言だった。さまざまな困
難を乗り越え、生徒たちがつないだ13年
間にわたる開発のバトン、それを支えた
教員や周囲の大人たち。皆が力を合わせ
たとき、宇宙への扉が開いた。

いあさ

いわ い やけい

さい じょう な か

ぼく
たに かわ

え ほん さく しゃ

で きせつ ふか し み

おび なま じ ぶん ひとり

しゅん た ろう じ し

げん じつ し た

みちい

こころさぐ しる

よ

ちょりんか

じょうおう

い しっ ぱい にゅう もん

ぶん

しゅうかんしお み とし ゆき

あま みや

 

☎85４３２４☎85４３２４

※図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

小坂　康之 著、林　公代 著

さと みごうろうたに かわ だちょたしゅん え

谷川 俊太郎 著、合田　里美 絵

◇ボタニカ
◇竜血の山
◇六つの村を越えて髭をなびかせる者

朝井　まかて 著
岩井　圭也 著
西條　奈加 著

汐見　稔幸 監修
雨宮　処凛 著

ジュリア・ゴールディング 文

●フットマッサージャー●米びつ（20　）●鍋（ガ
ス火用、アルミ、テフロン）●長いす（肘掛けなし）
●物干し台一式●幌別中学校指定かばん●チャイル
ドシート●ジュニアシート●山スキー一式●白内障
術後眼鏡（Ｌ）●シングルベッド●冷凍庫（家庭用）
●雑誌（筆ぐるめ、ＣＤ－ＲＯＭ）●かんじき（大
人用）●家庭用冷蔵庫（高さ140　以下）

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期
　間は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込
　みください。

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●ひな人形（７段）●すり鉢（33　）●麻雀牌●五
月人形（ケース付き）●ポータブル石油ストーブ
●エレクトーン●キーボード●白菊幼稚園制服一式
（男子、年小児・年長児）●石油ストーブ（煙突式）
●タップダンス用靴（23.5　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲オリジナルのピンクシャツを着た学生

▲展示スペースでの集合写真

イ
ン
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神
奈
川
県
海
老
名
市
・
宮
城
県
白

石
市
・
当
市
の
町
内
会
は
『
相
互
の

連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
』
を
結

び
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
内
会
活
動
事
例
な
ど
を
報
告
。
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
視
点
を

置
き
、
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
支
援
の

輪
を
地
域
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

登
別
市
連
合
町
内
会
総
務
部
会

　
　
　
部
会
長
　
工
藤
　
保
秋

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

　
鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
は
、
国
道

36
号
線
か
ら
鷲
別
公
民
館
を
通
り
踏

切
に
至
る
道
路
の
照
明
が
少
な
く
交

通
安
全
や
防
犯
に
不
安
が
あ
り
、
防

犯
灯
の
設
置
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
登
別
電
業
協
会
よ
り
、

地
域
の
安
全
の
た
め
に
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
３
基
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

付
近
の
道
路
を
通
行
す
る
方
か
ら
明

る
く
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

鷲
別
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
原
田
　
敬
三

明
る
く
な
っ
た
通
学
路

は
ら
　だ
　
　
　
け
い
ぞ
う

　く
ど
う
　
　
や
す
あ
き

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

令
和
元
年
８
月
に
市
か
ら
貸
与
さ
れ

た
地
域
防
災
用
発
電
機
の
点
検
と
操

作
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
町
内
会
か
ら
２
人
が
参
加
し
、

発
電
機
を
保
管
し
て
い
る
永
和
園
で
、

説
明
書
の
手
順
を
見
な
が
ら
慎
重
に

エ
ン
ジ
ン
の
か
け
方
な
ど
の
操
作
を

確
認
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

備
え
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
森
　
　
芳
昭

停
電
の
際
に
即
対
応
を

も
り
　
　
　
　
　よ
し
あ
き

姉
妹
都
市
町
内
会
テ
レ
ビ
会
議

　
富
岸
町
内
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

地
域
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ

と
を
願
い
、
役
員
が
町
内
会
独
自
の

広
報
紙
『
町
内
会
だ
よ
り
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
写

真
を
掲
載
し
全
戸
回
覧
す
る
こ
と
で
、

よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

富
岸
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
工
藤
　
保
秋

行
事
を『
町
内
会
だ
よ
り
』で
発
信

　く
ど
う
　
　
や
す
あ
き

地域だより
町内会の
いきいき実践活動を紹介
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◀ウェブサイト
　 https://www.city.
　 noboribetsu.lg.jp/

◀Ｅメール
　 pr@city.
　 noboribe
　 tsu.lg.jp

◀フェイスブック
　@noboribe
　tsu.city

◀ＬＩＮＥ
　@noboribe
　tsucity

◀YouTube
　https://www.
　youtube.com/
　user/Noboribe
　tsuOfficial/

新型コロナワクチン接種に
関するお知らせ
問い合わせ　新型コロナワクチン接種対策グループ（☎81２７７０）

集団接種を実施しています
　市は、６歳～11歳の小学生の初回接種（１・２回目接種）と、18歳以上の方の
追加接種（３回目接種）について、集団接種を実施します。
　集団接種の予約は、新型コロナワクチンコールセンター（☎0570-035-056　有
料・８時～20時受付）または市予約ウェブサイト（24時間受付）をご利用ください。
※医療機関での個別接種も実施しています。接種会場など、詳しくは接種券一体型予診票に同封のチ
　ラシをご確認ください。

　接種は強制ではありません。市公式ウェブサイトに掲載している参考資料など
をよくご確認の上、接種の判断をしてください。
　また、接種当日は必ず保護者が同伴してください。
　５・６歳の未就学児や基礎疾患のあるお子さんの接種については、かかりつ
けの医療機関などでの個別接種をご利用ください。

対象　６歳～11歳の小学生（基礎疾患のない方）
接種回数　３週間の間隔を空けて２回
使用するワクチン　ファイザー社製小児用ワクチン
※１回目に小児用ワクチンで接種を受けた11歳の方
　は、２回目の接種時に12歳でも小児用ワクチンで
　の接種となります。
持ち物　接種券一体型予診票、母子健康手帳、本人
　確認書類（健康保険証、マイナンバーカードなど）、
　お薬手帳（お持ちの方のみ）

◆６歳～11歳の小学生（基礎疾患のない方）の集団接種について◆

◀予約ウ
　ェブサ
　イト

　追加接種（３回目接種）は、初回接種（１・２回目接種）で受けたワクチンの種類に関わらず、
より早い時機に受けることができるワクチンでの接種をお勧めしています。

対象　18歳以上であって２回目の接種から６カ月以
　上経過している方
使用するワクチン　武田／モデルナ社製ワクチン
持ち物　接種券一体型予診票、予防接種済証、本人
　確認書類（健康保険証、マイナンバーカードなど）、
　お薬手帳（お持ちの方のみ）

◆18歳以上の方の集団接種（３回目接種）について◆

登別中央
ショッピング
センター・
アーニス

９時～12時

月日 時間 会場
４月23日㈯
５月14日㈯

1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目

４月27日㈬
５月18日㈬
４月30日㈯
５月21日㈯
５月11日㈬
６月１日㈬

16時～19時

９時～12時

16時～19時

市民会館

婦人センター

鷲別コミュニティ
センター
（旧鷲別公民館）

月日 時間 会場
４月９日㈯

４月16日㈯

４月17日㈰

４月23日㈯

４月24日㈰

10時～13時
15時～18時

◀市公式
　ウェブ
　サイト

◀予約ウ
　ェブサ
　イト


